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JOU NAN 

城南遺跡
大分県大分市大字永興所在逍跡の発掘調査報告書

1 9 9 3 

大 分市教育委員会



序文

近年、産業の発展と科学技術の進歩はめざましく、精神的なうるおいと安らぎを求める傾向に

あります。本市では、こうした社会情勢に対応して、文化のかおるまちづくりをめざすにあたり、

文化財の果たす役割はきわめて大きいものがあります。そうした、趣旨に基づいて各種文化財の

調査、保存調査活動の推進に努めているところであります。

この報告書は、大分市城南に位置します弥生時代から古代、さらに中近世に至る複合遺跡の発

掘調査報告書であります。

弥生時代におきましては中期から後期にかけての住居跡や多くの土器が見つかり、新たな資料

の追加がみられました。奈良時代の方形周溝遺構は県下で初めて確認されたものであり、九州に

おいてもこれまで報告例が少なく、大変買煎なものといえるでしょう。さらに、平安時代の墓か

らは大分市内で4カ所目の墨書土器が発見されるなど貴璽な成果を挙げることができました。

これもひとえに、三井不動産株式会社をはじめ、関係各位のご協力とご理解のたまものと感謝

し、心より厚くお礼申し上げます。

本書が大分市民をはじめ多くの方々に、埋蔵文化財への理解と文化財保護への関心が深まると

ともに、学術研究のための資料として活用いただければ幸いであります。

平成 5年3月31日

大分市教育委員会

教育長安東 裕



例 言

1 本報告書は大分市教育委員会が三井不動産株式会社の委託を受けて実施した、大分市大字永

興字開盛に所在する逍跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 発掘調査は三井不動産株式会社の宅地造成に伴い、大分市教育委員会が調査主体となって、

平成2年12月より平成3年4月にかけて実施した。

3 発掘調査にあたっては、三井不動産株式会社の全面的な協力を得た。

4 本書の執箪は池邊千太郎がおこなった。

5 遺構の実測は担当者が主としてこれにあたり、写其撮影は担当者がおこなった。

6 遺物の実測は担当者がおこない、拓本は釘宮香Wi（大分市教育委貝会社会教育課文化財室

臨時職員）がおこなった。

7 実測図製図は釘宮香苗•井口あけみ•松村千里（同J::)がおこなった。

8 遺物整理は渡辺里美・コ煎野八重子（同上）があたった。

9 遺物の写真撮影は池邊千太郎（大分市教育委貝会社会教育課文化財室）がおこなった。

10 遺物番号は本文・挿図・図版で一致する。

11 遺構の実測図の一部については国際航業株式会社に委託した。

12 調査番号は発掘年9皮の下二桁(90)とその年度の通し番号(07)により 9007として登録した。

13 本文中の遺構番号については混乱を避けるため、原則として現場時に使用したものをそのま

ま使用している。

•本文中で使用する略号は次の内容を意味する。

SBー掘立柱建物 SDー溝状遺構

SHー竪穴住居跡遺構 SK一土城状遺構

Pit一柱状遺構

14 遺物観察表は以下の記述基準により標記される。

遺物 挿図 出土区 胎 土 色調 器面調整 法 批

番号 番号 退構名 器種 混和材 I粒子 内面 外面 内面 外面 口径I器高 最大径属径1備考
① ② ③ ④ ⑤ I ⑥ ⑦ ⑦ ⑧ ⑧ ⑨ I ⑨ ⑨ I ⑨ I ⑩ 

① lからの通し番号で記述する。 ②挿図番号に一致する。

③項目13に準ずる。 ④判明する器種について記述する。

⑤胎土中に含まれる混和材について記述する。

⑥径約 1勺のものを細粒とし、それ以下を微粒、それ以上を小粒として標記する。

⑦色調について記述する。

⑧器面調整について記述する。複数段で標記される基本的に上位のものが上部調整を示す。

⑨計測可能な各部位のサイズを記入する。復元数値は（ ）にて表示する。

⑩特記事項について記述する。

15 本書の編菓は讃岐・池邊がおこなった。
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第I章はじめに

1.調査に至る経過

市街地より南西へ約 3kmに位置する庄ノ原台地には、 1：じノ原片而遺跡・ 1:l：ノ原遺跡・1:H崎辿

跡・城南遺跡・尼ケ城跡などの、旧石器から中世における周知遺跡が点在している所である。

このように遺跡の巣中している所で、平成元年10月に1じノ原台地の庄ノ原遺跡群の周知迅跡内

において民間業者の宅地造成計画が持ち上がった。現状ではミカン園と雑木の状態であり、遺跡

の範囲や埋蔵状態を把握することが望ましいことから、大分市教育委員会では同年11月に範囲確

認調査をおこなった。その結果、遺構の密度は希薄ながらも全体的に遺跡が分布していることが

判明した。このため大分市教育委員会と民間業者とのllIlで遺跡の保存について工法や計画変更な

どの度重なる協誠を交えた。その結果、谷の部分に関しては保存できるものの台地上は削平が行

われることから保存が不可能であるとの判断により調ftの必要性がでてきた。こうした経緯によ

り平成2年12月から発掘調査を実施することとなった。

2.調査組織

調査指導

調査主体者

事務局

小田富士雄（福岡大学教授）

賀川 光夫（別府大学教授）

後藤 宗俊（別府大学教授）

橘 昌信（別府大学教授）

大分市教育委員会教育長安東裕

大分市教育委員会

内田 悟（大分市教育委員会社会教育課課長）

野尻政文（ 同上 文化財室室長）

秦政博（ 同上 社会教育課主幹）

是永和英（ 同上 文化財室主査）

佐藤良蔵（ 同上 文化財室主査•平成 3 年 6 月～）

佐藤小夜（ 同上 文化財室主任）

調査担当 讃岐和夫（大分市教育委員会社会教育課文化財室主任）

池邊千太郎（ 同上 文化財室技術員）

調査参加者 内野武・川鍋知秋・嶋田由希・兵谷有利・渡辺久江（以上別府大学学生）

今川利夫・黒木典昭・実本知子・竹内啓次・野中嗣子・畑地洋介・濱口

則子・原田三代子・山本雄一朗（以K大分大学学牛） ・後藤聡（福岡大

学学生）、笠骰則雄・河野殷煎（以上三国建設（tお）
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（以上大分市教脊委ii会杜会教脊課文化財塞臨時職員）

以上の他、発掘調査期 Ilil 中、i·，'i•水宗 II(1氏、渋谷忠、i‘訂氏 、 1',':j橋 徹氏、村ヒ和久氏、小林昭彦氏、

吉田 党氏、綿聞俊一氏 （以上大分児教脊lが文化諜）、木村幾多郎氏、玉永光洋氏 （大分市脱史

脊料館）の各氏が来訪され、種々の御教示 ・御助言を糾た。

ここに記して感謝の烈を表します。

写真① 城南遺跡発掘調査参加者
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第Il章遺跡の立地と環境

城南遺跡は大分県大分市大字永興字開盛に所在する。

大分市は九州の北東部にあたり、北側には別府湾が面しており瀬戸内海の西端に位骰すること

から九l•l•I の東の玄関口としての役割を担ってきた所である。地形は東側より結晶片岩よりなる佐

賀関山地が連なり、南側の中央部に霊山山地が広がり、そして西側には翡崎山などがみられるが、

その遠方には鶴見岳・由布岳・九重山さらに阿蘇山へと連なる火lll列がある。これらの山地に囲

まれるようにその内側に大分平野が広がっている。地層は新生代第三紀中新世から第四紀にかけ

てのものが分布し、碩南層群・大分層群・九煎陪群の順に形成されている。この平野部には中央

部に大野川が流れ、西部に大分川が流れる。そして二大河川によってその周辺には河岸段丘が発

達するとともに、丘陵地・台地・低地を成している。

このうち遺跡は、庄ノ原面と称される庄ノ原から上野付近まで延びる火llI噴出物の堆積によっ

て形成された大分層群上にあり、その南側の眼下には由布院盆地を水源とする大分川が西から東

に流れ、肥沃な平野を形成している。このうち、城南遺跡は標高84~92mの平坦な庄ノ原台地上

にあり、南北約90m、東西約240mの面積約 2haにおよび、日当たりの良い南下がりの緩やかな

斜面に位置している。

遺跡の周辺部には旧石器から中世に至る逍跡が分布している。

この台地上にある庄ノ原遺跡では旧石器時代を始め、縄文時代早期•前期の遺物が確認されて

いる。なお、縄文時代早期の退跡として庄ノ原片面遺跡もあげられる。

弥生時代に入ると低地（沖積平野）と台地（丘陵）上に集落が営まれる。まず、本迫跡の東南

方向には尼ケ城遺跡があり、標高72mの丘陵の突出した部分にV字溝を構築して集落を独立させ

た様子が窺える。弥生時代終末期に相当する鏡の破片が1面出土している。こうした台地上に営

まれた遺跡は、周辺部にも標高60mあまりの独立丘陵上に位置する守岡遺跡や舌状台地に位骰す

る雄城台遺跡等においても見られる。台地上には数多くの住居と貯蔵穴が見つかっており、鐙の

破片も出土している。共通して鏡が破棄されていることから弥生時代から古堵時代に移り変わる

変革期と重なっており注目される。なお、低地のムラとしては賀来中学校遺跡や下郡遺跡があげ

られる。賀来中学校辿跡では幅 4m、深さ 2mあまりの 2条の溝がムラを巡り、環溝巣落である

ことが確認されている。下郡逍跡では、この地域において拠点となる巣落が見つかっており、ま

た、大罷の農耕用木製品等が発見されていることから、この地で稲作が行われていたことが窺え

る。

つぎの古墳時代では、この台地はこれまで躯落などの生活空間であった場所から多くの古墳が

築かれるようになり墓域としての場所となっていく。蓬来山古墳は1古］禄をもつ前方後円培であり、

全長60mを越す台地で最も大きい規模を有する。年代は、古墳の形態などから古式の様相を窺う

ことができることから 4世紀代のものと思われる。この古墳を中心とするように田崎古墳群と餅

田古墳群が周辺に分布している。古墳の発掘調布は行われていないが、規模は径10~15m程の円

墳であり、一部に箱式石棺が露出していることが確認されている。
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第1図 城南退跡の位団と周辺の迫跡 (1/50000) 
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番号 遺跡名 番号
1 城南遺跡 20 

2 金谷迫城跡 21 

3 宮苑遺跡 22 

4 机帳原遺跡 23 

5 庄ノ原辿跡 24 

6 中村遺跡 25 

7 中尾遺跡 26 

8 国分台遺跡 27 ， 植田市遺跡 28 

10 既後国分寺跡 29 

11 雄城台逍跡 30 
12 尼ヶ城辿跡 31 

13 園遺跡 32 

14 釘来中学校遺跡 33 

15 金谷泊古瑣 34 

16 千代丸古墳 35 

17 丑殿占瑣 36 

18 餅田古柑群 37 

19 亀甲山古瑣 38 

第 1表周辺退跡一覧

追跡名

古宮占柑t

弘法穴古墳

蓬来山古墳

田崎占柑群

深河内古墳群

下迫占瑣

虎御前古墳

漆間古瑣

iせ利門古墳

稲荷占柑

阿部占柑

lll伏占瑣
千人塚古瑣

浅草神社古瑣

御陵占柑

四本松古瑣

中尾占坑

井手ノ上古瑣

穴盤喰横穴募群

-5-

●辿跡 ▲古墳 ■横穴墓群
番号
39 

40 
41 

42 

43 
44 

45 

46 
47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 
54 

55 

56 

遺跡名

猥喰横穴墓群

生石横穴墓群

南太平寺横穴募群

」：片面横穴硲

小野鶴横穴墓群

翡来1.1.,横穴墓

裔瀬横穴墓群

木ノ上古道石棺

岩崎横穴墓群

土肥横穴墓群

志土地横穴硲群

木ノ上峠横穴募群

漆間横穴墓群

大曽横穴墓群

小原横穴募

餅什l横穴墓群
岩御堂横穴墓群

井手ノ上横穴・硲群

二
こ定三引
冨



古墳時代の後期から終末期になると台地の下の低丘陵部や台地斜面に古墳が構築される。庄ノ

原台地の南側裾には横穴式石室の丑殿古墳が見られる。内部主体部に家形石棺を備えている。な

お、それより約 2km東側の南斜面に横穴式石室を主体部とする弘法穴古墳が見られる。一方、台

地の北側小河川を挟んだ南側丘陵斜而の標高50m付近に国指定史跡の古宮古墳が位置する。培丘

は方形を成し、主体部は直方体の凝灰岩を顔jり貰いて造った石室とその前方部に付設する羨道部

からなる石棺式石室である。墳丘の規模を薄葬令の規定と比較すると「上臣」に相当しているこ

とから、被葬者を「H本書紀」天武天皇の条に登場する「大分君恵尺」とする説が有力である。

白鳳時代から奈良時代にかけて庄ノ原台地の裾部周辺には、国分寺創建瓦と同じ複弁十葉蓮花

文軒丸瓦を出土させる永典寺と金剛宝戒寺の周囲から百済系単弁軒丸瓦を出土させており、この

地の古代寺院の造営を知ることができる。

以上の様に庄ノ原台地上周辺部にかけて歴史的環境に包まれたところである。

参考文献

「大分市史』上巻・中巻 大分市 1987年

『守岡遺跡』 昭和50・51年度発掘調査概報 大分市教育委員会 1979年

r雄城台」 第8次発掘調査の概要 大分県教育委員会 1987年

「古宮古t釦 大分市文化財調査報告第4菓 大分市教育委員会 1982年

r賀来中学校遺跡J 大分市烈米中学校プール移設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書 大分市教脊委員会 1992年
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第 3図城南遥跡迫構配置図 (1/750) 
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第皿章調査の成果

第 1節調査の概要

逍跡は調介範阿の内、東側の部分と南側の段落ち部分には辿構が認められず、ミカン1it1を造成

する時点．において削平が行われており、全1本的に遺構の辿存状態は悪い。このため、南側斜而に

行くに従い削平が冴 しい。 本辿跡からは、堀立柱の危瓶が 3 棟、住肘跡が10棟、 息約＇し」••堀が60数

甚、溝状辿構がII条、 1リ形の周溝辿構が lj，し、方形の周溝磁構が1枯、柱穴多数が検出された。

堀立杜は調査lX：中央より東側に 2棟が近接して検出されており、 2X 2,1ffの）i)［クを成す姓物で

ある。

住届跡は調イtIX．．の"'央付近に躯I| iして見られ、このうちのSH01・02・03・08・09は1り)r.クを成し、

弥生時代叫リjから後期の照穴ti・：｝けである。

翌穴土J).;,iは逍跡全体に分布しており 、その数60基を越えている。中でも 、SK 03 • I 3 • 38 • 4 9 • 52 

においては弥生時代中期の辿物が出tしている。

溝状辿構は 8lit紀代の溝 （SDOI)が台地怜jil!llの端で東西方向に走っている。溝のilli,¥は 3111を

越える所もあるが、東側では次第に幅を減じ消滅している。その他の溝は調1t区の至るところに

走っているが、近 I II_• ・ 近代における新しい溝であ っ た。

また、堀立柱の西側に直径8mの幅60mの溝が円形に巡る追構が見られる。さらに、南側にも

溝を方形に巡らせた追構が検出されている。追構には輻 l~2  111、深さ70cmの溝が巡り 、一辺J2 rn 

の規校をイiする。時期は溝から出1：した辿物

より8世紀頃の所骰であることが確認でき、

これは南側で東両に走る溝状辿構 (SD 01) 

と同時期であった。

あと翌穴」••/)~Iiのうち S K112・47は土/}悦硲で

あることが確認された。SK 42は長さ 2m、

船80cm、深さ40cmの規校を中炸ち、lミ方形を成

す。 JJI!•十か ら 4.I].I．．の i-.r:11i器がII ,1 |．．しており 、

このうちの ．l ．I!iには 『i出 と ltかれた褐i見j••

器が認め られた。SK47は方形周溝逍構の溝

を切って造られており ／1,1」：上器から中11しの土

堀硲であることが確認された。

以 1このように今1111の調1tにより弥牛時代か

ら中Ill:にかけて幅広いII、1fJVlにおける追跡が明

らかになった。

m
 

0

1
 

一

1

1 .'且色1:Kイ(lt校(I,)やわらかし、イi1代it1..) 
11 I.I．＼渇色 I••Kイ （やや＋バ't)
Ill 茶褐色 1:Ki（ややt1，性をイiする）
II' 灼褐色 I••Kイ （やや枯性を I,する uームK‘i)
V 明設褐色1:K1(h I' I 色 1：がj i[i}、 l~ i）［人）

I,l i炎貨1火褐色1:h・，i(tl，ヤ1．を1iする）
¥] i炎黄1天掲色1:1こ茶掲色1．と，’ii'!色1．がJl（状にiJU、
¥E 貨掲色 l••Kイに T.IU色I:と1111'1色1：がB（状にi)と）、
l¥ ;Vil火褐色l:¥'lIこ．1＇.IU色I.と1111'1色l：がJl［状にiJU、
X IIiil)く茶IU色I:憎に,'fi'I色I.とi/(掲色l．がJl[j}、1こill人

第4図 城南遺跡土府図 (1/60)
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1.掘立柱建物 (SB)

本遺跡より検出された掘立柱建物は調査IRの東側、東に緩やかに傾斜する地形に 3棟確認され、

この内SB01 • S B02の2棟は総柱の建物であった。この 2棟は、 6m程はなれているが、建物

の方位や建物規模が近似する事から、ほぽ同時期に建てられたものであろう。 SB03は、調査区

が限られており一部しか検出していないが、おそらく総柱の建物となろう。

SB O 1 （第 5図）

S B01は、調介区東側の円形周溝逍構に近接し、東西 2間（2.4m) X南北2IUJ (2. 3 m) の総

柱の掘立柱建物である。建物面積は5.81112であり、方形を呈する。検出面の地形は北西側に高く、

東南側にしたがって低くなっている。

柱間隔は北側ダI」で東より1.2m+ 1.2mであり、南側列で東よりl.3m+l.2mである。東側列で

は北よりl.2m+l.5mであり、西側列では北よりl.lm+l.2mである。

柱穴の掘り方は円形を成し、直径40cm~60cmで、深さは検出面より 15cm~25cmである。

遺物は出土しておらず時期は不明であるが、遺構の性格は総柱の高床介庫跡と思われる。

8 I c CX) 
00"88「 ―l 

＠ 

゜◎に
〇）

゜
ご）

L _J88.00 

器ヽ ゜ 2m 
8 

第5図 S 801 平面・断面実測図 (1/80) 
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S802 （第 6図）

S B02は調査区東側の円形周溝遺構

の北東側に位置し、 SB01のちょうど

北側 6mの所にあたる。

遺構は東西 2間（2.4m) X南北 2

IIり(2.2m)の総柱の掘立柱建物である。

建物面積は5.3m2であり、方形を呈す

る。検出面の地形は北東側に高く、東

西側に下がっている。

柱間隔は北側列で東より1.2m+ 

I.Omであり、南側列で東より1.2m+ 

0.9mである。東側列では、北より1.4m

+0.9mであり、西側列では北より

l.2m+l.3mである。

柱穴の掘り方は円形を成し、直径

18cm~30cmで、深さは検出而より 10cm

~20cmである。

時期の判明できる遺物は出土してい

ないが、 SBOlと方向や建物規模が類

似する事から同時期の所産と思われ

る。

S803 （第 7図）

S B03は調査区東端に位置し、遺構

の半分は調査区外に延び全容は不明で

ある。

辿構は東西 2間 (2.6m) X南北 2

llll （不明）の総柱の掘立柱建物と思わ

れる。

柱間隔は北側列で東より1.4m+ 

1.2mである。

柱穴の掘り方は円形を成し、直径

40cm~50cmである。

逍物としては、 l （第 8図）の土師

器の杯が出土している。

r-----ハ阿
os • L8 OO 

「 7

゜
゜゚
|゚
 

0

Q
 0 0 

目

8 立

゜

—• 

_J 
87.50 

2m 

第 6図 S 802 平面・断面実測図(1/80) 

◎心°-
］一:¥J

96.50 

゜
2m 

第7図 S B03 平面・断面実測図 (1/80)

‘̀ - -」
゜

5 an 

第 8図 S B03 出土退物実測図 (1/2) 
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2.溝状迫構 (SD)

本辿跡から検出された溝状逍構は14条にのぽる。

時期の判明している遺構を時期別に見れば、古い段

階では古代のものが見られ、さらに中ill:.近恨・近

代に大きく時期を分けることができる。

古代の溝状遺構 (SD01) は、東西方向に延びる

幅4m程の規模を有するもので、同時期の方形周溝

遺構との関連が考えられる。調査区東側の東西方向

に延びる溝状遺構（SD08) には、 60cmおきに直径

30cm程の円形の浅い掘り込みが連続的に続いて見ら

れる特殊な辿構も見られた。

全体的には、近他～近代にかけての排水を目的と

した溝が見られるものであった。

SD O 1 （第 9図）

調査区南端部に東西方向に直線状に延びる溝状遺

構である。検出長は東西に70m確認し、東西はそれ

ぞれ調査区外に延びている。逍構の幅は、西側では

4 m程を有するものと思われるが、東側に向かうに

従って深さと幅を減じ、幅が2.5m程になっている。

遺構の埋没状況を見ると、水平に堆積している。遺

構の底には、直径30~40cm程の円形の掘り込みが見

られるが、この遺構との関連は不明である。追物に

は土師器や須恵器が出土しており、川！付～lV屑に逍

物が混在している。

掘り方は、Ilil状を呈している。

出土退物（第10図）

(2)は長頸壺の頸部であり、肩がやや張る形状のも

のと思われる。

(3)は長頸壺の頸部であり、外面に水引きの稜線が

見られる。屑の張りがなく、丸味を幣びている。
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第 9図 S D01 平面・断面実測図（1/120) 
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第10図 S D01 出土遺物実測図 (1/3) 

SD  o 2 （第11図）

調査区南西側に位置し、東西方向に走る溝状遺構である。東側において、南北に走る SD03と

交わる。 SD03との切り合いは認められず、同時期の所産と考えられる。

検出長は40mにおよび、最大幅は1.9mを有する。掘り方は、逆台形状を呈するが、床而から

の立ち上がりはなだらかである。検出面から床面までは20~30cm程である。遺物は希少であり、

時期を明確にしうるものは出土いていない。

b' a' 

90.00 
田

賣

c'd'  

90.00 

下
I .11．＼掲色 l・・府 （軟tt、粘性ややあり）

II 茶褐色 l••M （軟＇i’i、粘性ややあり）

旧 淡茶掲色 I州（硬質）

I¥' 茶掲色 I・・M （やや軟it、しまりなし）

＼r 茶掲色 IMに黙掲色l：が混人（やや軟孔粘性ややあり）

゜
4m 

第11図 S D02 平面・断面実測図 (1/80) 
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S003 （第12図）

調査区中央部よりやや西よりに南北方IiIj

に走る溝状逍構である。検出長は、 30mに

および、南北共に調査IR外に延びいる。 1¥i

側には、 SD03の埋没後、南北に幅30cmあ

まり、深さ20cmあまりの掘り方に土管を狸

設した辿構が検出されている。ちょうどS

D02とSD03との交わった所にコンクリー

トで作られた長径 1m、短径50cmの丸Ji.{の

マスを配し、これに流れ込んだ排水が土竹

の中を通り南の方へと流れるようになって S 002 

いる。

|

0
ロ

IQ. 

S D03の掘り方は、逆台形を星するもの

で、南側の隈面には床からの立ち上がった

所で溝に沿って一段のテラスが見られる。 a' 

深さは検出面から床面まで10cmあまりであ

る。埋土は、上附に茶褐色でパサパサした

軟らかいIMを成しており、・ド料は暗黄色掲

色陪を成す。

丁ー 1 」圧二乏

c・ 

-,-- _--I →-
＜ニニン

王 上
89.00 -=  

l 茶掲色f・.¥'1 （軟i＇t)

II Ilit貨掲色1かiI貨色粘＿l：iji人）

゜ 9
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第12図 S 803平面・断面実測図 (1/80) 
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S004 （第12• 13図）

S D04は、調査区の東側を北から東南にI句かって横断

し、南側斜面へと―ドがっている。

検出長は、南側調1-tlえで50m、北側調査区で15mを有

する。幅は、北側でi1と大を計る事ができ、1.2mを有し、

南側に向かって幅を減じ、狭い所では50cmであった。幅

の違いは、おそらく南側面の方が後枇の造成によって遺

構上面が削平されたものと考えられよう。

掘り方は、丸底状に掘削しており、検出Ihiから底面ま

での深さは、 15~20cm程である。埋土はおおよそ 2層に

分かれ、上層に黒褐色土層が入り、下層に暗黄褐色土1付

がレンズ状に堆積している。

なお、 SD04には他の遺構との切り合いが多く見られ

る。南側より切り合いを見ると、方形周溝逍構と SK47 

とを切り、 SD05に切られ、さらに SH04を切り、北側

調査区においてSD10に切られている。

も

’
 
b
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I 88. 50 

C. d. 

~Ill 

87.00 

e・ r 
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l .1.I.!•褐色I·府に 11it茶掲色混人
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S 004 S 009 ゜
第13図北側調査区 (G区）

S D04 平面・断面実測図(1/160) 

9,  
I i 
I I 

4 m O 5 m ― 第14図南側調査区 (C区）

S D04 平面実測図（1/250) 
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SD O 5 （第15図）

調Jtlメ：東側を東西方向と史に南北方1｛リにL塑に屈1111して走っている。 L LI~ に 1111 がる/:il1111部はプi

形周溝逍構のちょうど北側にあたり、それより東側は緩やかに下り 、南側は方形周溝辿梢を切っ

て調イt|)(．．外へと走っていく 。東西方向に走るそれは、 3本の溝辿構から1成り 、一番北il!I)にiEる庫品

40cmの溝状迅構は他の 2 本の溝状迅構がJi1!•没した後に掘り変えられたものと思われる。 この南側

の溝状追構はllli,i80cm、深さが検出I(iiより30cmを1成し、掘り）jが逆台形を足する。

東西方柏lから南側へとl:111111

して走っている。底面は1);,,1

20cmほどギらで壁面はなだ

らかに立ち 1：がっている。

坦けは、茶掲色土の'|次質

昂のみであるため、短期IIIJ

に埋ま ったものと考えられ

る。

なお、辿物は出土 してお

らず、II!f期の判明はできな

かった。

切り合い関係は、方形/,'i]

溝迅構と SD04を切ってい

る。

ー
茶掲色1:hbi

（杖tt．褐色の粒 i•が少；，： iJU、 I

茶紺色 1:W

('fJ;it．パサバサしている）

この辿構のみが

王

デ
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d'c'  

文 88.00

゜
2m 

第15図 S 005 平面 ・断面実測図(1/80) 
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S006 （第16図）

調査区東側を南西から北東方向に直進する溝状

遺構である。検出長は、 12m程であり北東側は、

東西方向に走る S008と切り合っている。溝の幅

は、最大で50cmあまり、深さは検出面より 6-8 cm 

と浅いものであった。遺構の掘り方は、底面が広

ぃu字形を成し、埋土は上部に黒褐色土府が堆積

し、下部に暗黄褐色土もしくは暗茶褐色の粘質土

層が堆積している。逍物は確認されなかった。

この遺構の性格として、溝の機能を考えた場合、

遺構が浅く、幅が50cm程で狭いことや位置的に必

要性がないことを考感すれば、別の機能を考える

必要があろう。

そうして考えた場合、位骰的に見ると掘立柱建

物の SB01とSB02とのほぽ真ん中に延び、その

先には円形周溝遺構が位置していることから、―

れらの遺構と関係するものと推測できる。こうし

たことから、 SD06の性格を道状遺構とすること

も考えられよう。

c・ 

會

a b' 

87. 50 
I 
ヽ

f
 
゜

S007 （第17図）

調査区東側を東西方向に走る溝状遺構である。

検出長は、 6m程、幅30cmを有する。深さは 5~ 

8 cmであり、非常に浅いものである。遺物は出土

しておらず、時期は不明である。

4m 

l 黙褐色 l••11"1

II lli"f黄色 I:~

第16図 S D06 平面・断面実測図（1/80) 

C 
心
＝くこ二＝辺＝之

第17図 S 007 平面実測図 (1/80) 
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SD 0 8 （第18図）

調査IR東側を東西方向に直進する溝状辿構である。東側では溝状遺構が3条になっており、南

から a、b、Cと遺構が細分される。

この内、最も規模の大きい a遺構は、検出長さが30mあまりで西側は調査区外に延び、東側は

地面が谷Ill1に向かって下降するに従い、しだいに消滅していく。遺構の最大幅は1.6mあり、深

さは検ll}而より 20cmであった。

b逍構は、検出長が15mあまりで東側に行くに従い消滅していく。遺構は幅80cmあまり、浅い

掘り込みである。この溝条逍構の底には直径20~25cmあまり、深さ10~15cmのほぽ円形の浅い掘

り込みが60cm間隔に一直線上に15グく確認できた。柱穴や柵列を考えたが、掘り込みが浅い事、東

側下がりになっている事、浅い掘り込みのならぶ所が溝条に掘り窪まれている点からすれば、逍

構の性格を別のものに考える必要があろう。

c遺構は、検出長25mにおよび、幅50cm、深さは検出面より 10cmあまりと規模の小さい遺構で

ある。

なお、 a、b、Cのそれぞれは切り合いが見られないが、同時期の所産であるかどうかは、断

定はできない。

王 b・

｀ 玩00ヘ土土50
0 2 m ― 

も l 賠茶褐色 l•Ai 1バサバサしてし、る）

II .'.I・＼褐色IN （杖1＇t)

lll Hit貨掲色l••K1 (i虹＇i）

c遺構

b遺構

a遺構

゜
4m 

第18図 S D08 平面・断面実測図 (1/120)

SD09 

北側調ft区 (G区）を北北東から南南西に直進する溝条遺構である。検出長は、 12mあまりで、

南側は調査区外にliilかい、北側はしだいに消滅していく。幅は80cm程で、深さは検出I面から10cm

強である。なお、遺物は出土していない。
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SD 1 0 

北側調布区 (G区）を東西に直進する溝状辿構である。検出長は35mにおよび、東i叫共に謳lイt

区外に延びている。なお、S0 04 を 切るように札l！られている·j;"•や 、 埋土が非‘常に祈しい ·l i·から 、

調査では追構の掘り下げは行わなかった。幅は最大でI.Smにおよんでいる。

SD 1 1 （第19図）

調査Iメ：中央の北側に位i1vi:し、北西か

ら東南にかけて直進し、途中でくの字

に屈UIIし、東側に走る。幅は90cmあま

り、深さは検出而から40cmほどである。

掘り方はV字状に近い形態を成す。ま

た、追構はSK59を切っている。

,. 
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`—r. • 

.,... .. 
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写真③ S D11 遠景
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II 間1火色i:K1 (+Kit、t/i性ややあり）
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IV i炎茶褐色 I :~ヽ 1 （杖質、バサJ；サしてし、る）

＼＇ 貨掲色 1-.~1 （中J;1'()

。゚ 4 m 

第19図 SD11 平面 ・断面実測図 (1/80) 
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3.住居跡（SH)

本遺跡からは、弥生時代中期から後期にかけての大小合わせて10基の竪穴住居跡が確認された。住

居跡の形態は大きいものが円形を呈し、小塑のものは隅丸長方形を呈している。

住居跡は、 BIR・DIK• H区に分布しており、 B区の南側斜面にある住居跡のSHOl • 02は特に後

世の削平を著しく受けている。よって、その他の場所でも住居跡が削平を受けて消滅している所もあ

ろう。しかしながら、削平された住居跡があったとしても柱穴は残るため、柱穴の配置から住居跡を

推測することが可能であり、検出できなかった住居跡が数碁あるものと思われる。

SH O 1 （第20図）

S HOlは調査lえの中央に位置する竪穴住居跡である。形状は、ほぽ円形を成し、東西に6.5m、

南北に6.3mの規模をもち、主柱穴は円弧状に 6ケ所見られ、南北に対称に補助柱穴が 2ケ所認

められる。主柱穴の径は、 30~34cmの円形で、深さは床而より 50~71cmにおよぶ。また、補助柱

穴の径は25cm程であり、深さは床面よりそれぞれ20cmと33cmを有する。

竪穴の掘り込みにおいて、検出面から床面までの深さは、北側が最も遺存状態が良く、 30cmあ

まり、南東側が最も遺存状態が悪く 10cmあまりである。堆積土は、流れ込みの状態を示している。

また、壁面の 3分の 2程度に溝が巡っている。南側と南西側の一部には溝が確認されなかった。

溝の幅は約10~15cm程で、深さは床面より 8cmである。北側と東側には、壁而と溝との間に幅 5

~20cm程のテラスが巡っている。床面はほぽ平らに造られており、中央部分に径約40cmの焼土が

見られ、北東部分にも確認された。

また、床面中央よりやや南よりに、土城が検出された。平面形は長軸が東西に1.6m、短軸が

南北に0.8m、床面からの深さが0.2mの隅丸長方形を星する灰溜土城である。土城の堆積土は、

21Rに分かれ、流れ込みの状態を呈する。

出土遺物（第21図）

出土遺物には、弥生時代の壺形土器や兜形土器である。比率からすれば、壷形土器より甍形土

器の方が多い。

甕形土器 (8~12)の形態はほぼ同じ様な特徴を示している。つまり、屑部から口縁部とのく

びれ部は明瞭でしまっており、口縁部は大きく外反している。厚さは胴部上半から口縁部にかけ

て一定しており、くびれの部分がやや厚くなっている。

壷形土器（15)は、複合口縁を成すもので、口縁の立ち上がりはほぼ垂直である。また、複合口秘

部に施紋される櫛描波状文は認められない。

土器の底部も出土しているが、甕形土器もしくは壷形土器であるかは定かではない。形態には

底部を窪ませることによる上げ底ぎみのもの(1~、丸味を 1i'iびている平底を星するもの(14)、丸底を

星するもの(13)が分類される。

なお磨石（S07 • S 08)の2点が出土している。
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第20図 S HOl 平面 ・断面実測図 (1/60) 
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第21図 S H01 出土遥物実測図 (1/3) 
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SH02 （第22図）

S H02は調在区の中央に位置し、 SHOIとほぽ並存して存在する竪穴住居跡である。形状は、ほ

ぼ円形を成し、東西に約 5m、南北も約 5mの規校をもつ。

:i：村：．穴は1リ弧状に 6ケ所見られる。主柱‘火の径は30~60cmの円形ないし楕円形を星し、深さは9未

面より 53~61cmを有する。

竪火の掘り込まれた場所は、北西側から南東側に緩やかに傾斜した地形であり、後軋の削平を受

けているため、東南側の壁面の遺存状態は良くない。西側壁面は迫存状態が一番良く、深さは12cm

程であった。壁面を取り巻く溝状の遺構は確認、されていない。堆積土層は、暗茶褐色土の粘土質附

である。

また、 IK面に焼土が6ケ所確認されており、舷も大きい焼土魂は、北西側で確認され、広がりは

l.SX 1 m程である。

さらに中央よりやや南側に長径1.15m X短径0.95m、深さが床而より 0.36mの1場杭が検出され、

平ifli形は丸に近い楕円形を呈し、掘り方は摺鉢状である。土城内の堆積府は、上部にllir・茶黒色土の
粘：l：質1~ 、その下部に暗黄茶色土の粘土質1付が見られる。
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第22図 S H02平面・断面実測図 (1/60) 

2m 

8
9
.
8
 

- 23 -



18 

誓 ロ
17 

＇ 三ご
21 22 

゜
第23図 S H02 出土遺物実測図 (1/3) 

出土遺物 （第23図）

逍物は床而に弥生土器の破片が点在する状況である。

(17)の甕形土器は、11粒端部が短く外反し、Iばくなっている。

(20)の甍形土器は、11粒部が 「く」の字にl:1！折し、同じ匝さで伸びている。

(21)は鋤先状口縁を記するもので、11唇部には鋸歯状文が施されている。

(22)は石砲l• と思われる 。

(23)は平基式の庖製石鏃で、長さ3.6cmである。

-..,-
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写真⑤ S H02 全景
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SH03 （第24図）

SH03は調査区中央付近に位置する竪穴住居跡である。 SH08の竪穴住居跡の内側にあり、

規模は一回り小さい。土屑の切り合いから見れば、 SH08が埋まった後、逍構を切るように SH

0 3が掘り込まれている。このため、 SH03の床面は SH08よりも低くなっている。平面の形

状は、円形を呈しており、径が4.2m-1iij後である。

主柱穴は、方形状に 4本見られる。主柱穴の径は30cm前後の桁円形である。深さは9米面より50~70cm

を有する。竪穴の堆積土層は大きく 3培に分けられ、上部は淡黒色土の軟質層、中部は暗茶黒色の軟質層、

下部は茶褐色土の軟質府となっている。また、床面北西側に焼土魂があり、ほぽ中央に長径1.3m、短径

1.2mの土城が検出されている。堆積附は何培にも分けられるが、大きく見れば、上部に暗茶褐色の硬質

土I~ 、下部に暗茶褐色土に明黄茶褐色のプロックを含んだ硬’itl:l付が見られる。
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第24図 S H03 

2m 

淡＇·'.，；色 l•府に茶褐色上が混人（軟’it)

！！．＼褐色 l:Ki （硬質、炭itt’i粒を混人）

茶褐色 l•hi （硬t'［、炭itt'i粒と焼 I・・i比人）

平面・断面実測図 （1 /60) 
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第26図 S H03 出土遥物実測図② (1 /3) 

出土遺物 （第25• 26図）

迫物の出土状況は弥生叫Ulの 1：器の破片が放在する程l文である。器柿を見れば、党形 1：器の11緑、

‘,[E)[ク -I一．器の口縁、 甕形—I疇．器及びillt )I女I．．器の I氏部、脚付鉢）［i 1 ： 器の脚部、 鋤先Ll総の 似j坪 ，^序が見 られ

る。なおィillll(S09)が I.'.'..:II,1 I・.して Vヽる。

(24)は、鋤先状口縁を昂する i:j杯である。

(25)~(29) • (47)は甍形土器であ

り、11縁部が 「く」 の字状にIn:11111し、

外l(liは縦）i向に刷毛i=Iを施し 、

ナデを施す。

(30 • 31)は、

状に外）又し、

内liりは

やや小型の壼であり 、

頸部からLI緑部まで短く 、「く」の字

口唇がやや叫 くなってい

る。

(32)は盗形土器の胴部であり 、断而

ー．．角形の突幣が3条巡っている。

(43 • 4'1)は鉢の脚部と思われる。
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(45)は高杯の脚部である。

(48)は頸部に断而三角形の突僻が巡る甍形土器である。

(49)は鉄鏃である。

SH04・05・06 （第27図）

S H04・05・06は調査区東側に位it'i：する竪穴辿構である。迅構は SH06→ S H05→ S H04の順で

切っており 、規模はそれぞれ沢なっている。

S H04は、長軸4Ill、短軸3.2mを有する。平而形は隅丸長方形を呈する。辿柚内には柱穴が多

数見られるが、主柱は判断する ことはできない。

床而までの深さは、東西側で4cm、南側で 8cmとなっており 、辿存状態は良くない。

迅物は少なからず出土しているものの、

判断しうる土器は出土していない。
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写真⑦

S H05は、S H04の北側に重なった状態で見ら

ははっきりしない。

S H O6 （よ、

時期を

さらに SH05の北側で確諒されてい

るが、建物跡であるかは疑わしい。東西の長さは

• 

1.8m、検出而からの深さは 3-4 cmである。
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第27図 SH 04 • 05 • 06 平面・ 断面実測図 (1/60)
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SH O 7 （第28図）

S H07は調査区東側、 SH04・05・06の北側に位置する。

規模は、長辺2.7m、短辺2.2mを有し、平面形態は隅丸長方形を呈する。

遺構内には、北東と南西の短辺中央の壁際にそれぞれ円形の柱穴が掘られている。

柱穴の直径は23-25cm、深さは床面から27cmと45cmを有している。他に柱穴が見られないことか

ら、 2本柱の竪穴遺構がある事が判断できる。さらに、辿構内の東よりには長軸0.82m、短軸0.60m

の楕円形の土城が見られる。土陪観察からこの土城と竪穴遺構が同時期に埋まった事が窺える。

竪穴追構の埋土は、下府に茶褐色の土府、上層に黒色土の土層の 2~が堆積していた。

遺物には目立ったものがなく、時期は判断できなかった。
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V llir貨褐色土府（粘性あり）
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0 lm 

第28図 S H07 平面・断面実測図（1/30) 
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SH08 （第24• 29図）

S HO8は調在区中央付近に位骰し、 SH03と切り合い関係をもった円形の竪穴住居跡である。

遺構の南側は、近年のI}り墾の削平により逍構は消滅しており半分のみが現存し、直径は、 6.8m

を有する。

冒□｛ロ
0 5ロ— 第29図 S HOB 出土遥物実測図(1/3) 

SH09 （第30図）

S H09は調1巫中央よりやや西よりに位骰する竪穴住居跡である。形状は、ほぽ円形を呈し、径

6.3mの規模をもつ。主柱穴は、方形状に 4ヶ所見られ、主柱穴は円形を呈し、直径は、 20-60cm、

深さは床面より、 56~70cmを有する。柱間隔は、一辺1.8~2.2mである。

竪穴の堀り込みは、検tllifiiから床面まで北側で30cm、南側で8cmであった。

壁面と接して、 3ヶ所に直径90cm~110cmの円形の掘り込みが見られるが、これは後世に掘られ

た攪乱である。また北東部分に一段高くなったテラスが三HIj状に見られる。

遺構床面中央には、長軸l.8m、短軸I.9mの楕円形を星する土城が見られる。

土城の掘り形は、拙鉢状の丸底を呈し、 3@に分かれて堆梢している。それぞれに炭化物と焼土

が混入した軟らかい埋土であった。竪穴辿構の堆積陪と異なっている事や、この土城が早く埋まっ

ている事から、灰留めに利用されたものと考えられる。

なお、竪穴迎構の埋士は大きく 2 陪が見られ、上附に軟質の黙色土層が、下,~に硬質の暗茶褐色

土層が堆梢している。

出土迫物（第31図）

遺物は、弥生土器の甍形．-1：器・壷形土器・器台の他、砥石． lりl石・磨石が出土している。

(52)~(54)は甕形土器のLI縁で、「く」の字状に短く外反する。

(55)の口縁部は壷形土器であろう。

(56)~(57)は鋤先状口縁を星する高杯の杯部片である。

(58)は壷形土器の屑部であり、断面三角状の突幣が巡る。

(59)はii11形土器の底部。

(60)は甍形土器の底部。
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第30図 S H09 平面・断面実測図 (1/60) 

-31 -



(61)は壷形土器で、底部は欠損している。

胴部中央で大きく膨らみ、口縁部は「く」の字に、短く外反する。

(62)は器台である。

(63)は側辺がややふくらむ凸基無茎式の磨製石鏃であり、長さ3.2cm程である。

(64)~(67)は砥石である。
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出土遥物実測図 (1/3) 
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S H 1 0 （第32図）

S HlOは調査区中央の北西側に位置する竪穴住居跡である。形状は北東ー南西方向に長軸4.5m、

短軸4mを有する隅丸長方形である。

主柱穴は、中心の長軸方向に 2本見られる。：じ柱穴の直径は40~50cm、深さは床面から74cmと90cm

である。なお、補助柱穴は見られない。

竪穴の掘り込みは、検出面から床面まで10~12cm程である。l*il1i中央には長軸1.3m．短軸0.7mの

土戦が見られ、埋土に焼土が埋まっていた。

土附断面を見ると、 3度に渡って焼土を埋めた事が窺える 3

北東側には、長さ 2m、幅 1m程の一段甜くなったベット状の施設が見られる。

さらに、 SK54 • 56の土城が、この遺構とりJり合って見られる。 SK54はSHlOを切っている。

北側の径90cmの柱穴は、 SHlOが埋まった後に掘り込まれている 3
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第32図 SH 10 平面・断面実測図 (1/60) 
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4.土壊（SK)

本遺跡からは、土城が60数基検出された。時期は弥生時代中期から後期、そして平安時代と鎌倉

時代の土城硲も確認されている。

土城の分布には、調itlR北西側、中央、東側に大きく散在している。特に注目すべき土城は、調

査区東側に位骰する SK42である。平面形は長方形を星する土城であり、中から平安時代の土師器

杯が出土しており、その中の 1点に県11r-で r西Jと苫かれたものが出土している。

SK03 （第33図）

S K03は調査区東側に位骰する隅丸方形状の土戦である。土城は、長軸95cm、短軸90cm、深さは

検出面から40-45cmである。 ・-l：城の照ihiの｝．I:ちl況．がりはきつく直線状に延びている。床面はほぽ平

らで平面は円形を成す。

土城の堆積／付はレンズ状に 2l汁分けられ、辿物もレンズ状に堆梢している。なお、石皿（SOI)

が出土しているが、 SH03から出土している石lIll(SOl) と接合する。

出土土器（第34図）

(71)~(75)は兜形土器であり、

口縁部が「く」の字状に,m1111し、
口唇部の先端が跳ね上げ状を星す V 
る。

(76)は壷形土器の口縁部であ

る。眉部から口縁部にかけて大き

く外反し、頸部に細いliill毛Hを施

し、その他はナデが見られる。

(77)は甕形土器の底部である。

(78~79)はjl,・｛j杯の脚部であろ

。
、つ

90. OOm 

(80)は長到iii砂の頸部である。 l□1

縁下に 1条の断ifii三角条突幣を巡

らす。

(81)は壷形土器の底部である。

(82)は壷形土器の胴部であり、

断iii三角形の突幣が4条巡り、表

面には丹が施されている。 ゜
50cm 

第33図 S K03 平面・断面実測図（ 1/20) 
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第34図 S K03 出土遺物実測図① (1 / 3) 
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第35図 S K03 出土遺物実測図② (1/ 3) 

写真⑧ SK 03 土府堆籾状況 写真⑨ S K03 遺物出土状況
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SKl 3 （第36図）

SK 13は揺litlK中央北側に位irtする隅丸

方形状の日況である。

土堀は 、 長軸80cm 、麗l~h70cm 、 深さは検

I，11，Ihiから65cmをイiする。壁而の立ちヒがり

はほぽ乖直になっている。1未而は平らに

なっており 、平lhiは1阻｝）し）j形である。

Jith't 1―.1',9,1は何1',、4にも分かれ、レンズ状に

堆梢する。辿物は1|1 /,;91 から 1 •Ji｛に多く見ら

れる。

｀
 

A
 

0

因

◇喜
ヽ

90. OOm 

ア

出土遺物 （第37図）

tl}Jfcからは弥＇t=. I: 器の甍形 1~．器 ・ 鉢／f紅土

器 ・庖製:fi鏃が出 I・.している。

(85)は先形卜器の11総部であり 、口争点が

「く」の字状に外／又する。

(86)は平底の底'fI；片である。 ／灰勢多ど
(87)は鉢形十器であり 、外而は縦方向に 1 .9，I！謁色l:~'1 (t/,l'/. i揺物ill:)、)

II 黄色 1が1 (11,i，（） 

グ

柚l毛I」が見られ、内lfliはヘラエ具による削

りが見られる。

(89)は半甚式のlti製:(j鏃で、長さ2.8cm

である。

III IIit!!.'謁色 l:¥'1

I\’iIl iu色 1 •• Ki (t,1,tt) 

V .'!.!'色 l••M (t,I,fi，炭化物ilti、)

11 11if.’.I・＼色 l・.¥'1
゜

50crn 

第36図 SK 13 平面 ・断面実測図 (1/20) 
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S K 1 4 （第38図）

SK 14は調査区中央北側に位置する円形状の土城で｀

ある。

土城は、直径80cmを有する。壁面の立ち上がりはや

や内傾しながら直線状に延びる。堆積土層は 4陪に分

けられ、レンズ状に堆積している。土器は中層から下

I~ にかけて弥生土器が混入している。
90.00m 

出土遥物（第39図）

ほとんど破片であり、唯一2点のみ図化することが

できた。

(90)は「く」の字状に外反する口縁部である。

(91)は平底の底部片である。

l llif.'!．＼褐色1:Ki（硬質、炭化物i！と人）
u 貨褐色 l•州 （硬質）

Ill llff茶掲色土91り（軟質）

IV 黙褐色lM （やや軟質）

゜
50cm 

望 戸 第38図 SK 14 平面・断面実測図（ 1/20) 

●● 

0 5an 

一第39図 SK 14 出土遥物実測図 (1/ 3) 

SK 1 5 （第40図）

S Kl5は調査区中央北側のSKl4と近

接する土城である。

土城の平面は不整形をなしているが、

これは他の遺構と切り合っているためで

あり、切り合っているが、もとは楕円形

を成していたもである。長軸は 1m、短

軸は80cm、深さは検出面から30cmを有す

る。遺構内からは、土器片が出土してい

るが特に目立ったものは見当たらない。

▼ 

I IIif貨褐色園（硬質、黄色粘＿L:混人）

II !!.!•褐色J：層 （硬tt)

III Iljr•茶褐色l:N (thit) 
IV 貨掲色1•M

°゚
 

89.SOm 

。
50cm 

第40図 SK 15 平面・断面実測図（ 1/20) 
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S K 2 3 （第41図）

S K23は調査Ix：中央よりやや東に位ii・',':する隅

丸長方形状の1J}森である。

I・疇枡袋は、 L支，lih110cm、知．紬75cm、深さは検出

I(iiより20cmをイiする。

堆梢土は、2l\'•1 に分けられ 、 炭が各所に況人

する 。 土器は 1 •• 1竹に多く見られ 、 弥'|マ．時代の 1•,';j

杯裕が出土 している。また IIi｛から打製石鍬（S

03)が出土している。

出土遺物 （第42図）

(93)は鋤先状11糸点の，凋杯である。
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第41図 SK 23 平面 ・断面実測図 （1/20) 
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第42図 SK 23 出土造物実測図 (1/ 3) 
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SK28 （第43図）

S K28は調査区中央に位骰する隅丸長方形状の大型の土城である。

土城は長軸を東西方向に3.4m、短軸を南北方向に2.3mを有する。深さは検出面より70cmを有す

る。

土城内の北側の壁面には三日月状のテラスが見られ、南側壁面にはテラスが見られず、少しきつ

い角度で壁面が立ち上がっている。

堆積土層は 4 層に分けられ、壁面に張り付くように堅い附（V~) が取り巻いている。床面部分

にはやや粘質を有する層 (m培）が覆っている。中層 (II附）と上附（ I層）には、土が焼けてパ

サパサになったような小粒が混入している。

土城からは遺物が1点も出土しておらず時期は不明である。また、逍構の性格についても、落と

し穴に見られる柱穴痕が見当たらないこと、墓としては土陪観察から痕跡が窺えないことから判断

することはできなかった。

E
8
'
6
8
 

m
 

~>

l 茶掲色：l：N
（やや軟質、橙褐色粒f•多数混人、パサバサしている）

II 児掲色：t．屑

（軟質、粘性ややあり、橙褐色粒(・徴litilと人）
ll1 茶灰色J:Jw

（軟質、粘性ややあり）

IV 灰褐色：l：N

（硬質、サクサクしている）

V 淡灰褐色土村（硬質）

第43図 S K28 平面・断面実測図 (1/40) 
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SK38 （第44図）

S K38は調査区中央東側に位骰する隅丸長方形状の土城である。

土城は長軸を南北方向に1.75m、短軸を東西方向に1.3mを有する。深さは、検出面より30cmで、

壁面の立ち上がりはややきつい角度で延びている。

堆積土府は 2層に分けられ、上層には黒褐色層が見られ多くの土器がこの層に混在している。そ

して下層の茶褐色層には土器が混入していない。

出土追物（第45• 46図）

上層から十数点におよぶ弥生土器が出土しており、器種は甕形土器・壷形土器・高杯・鉢形土

器・砥石等が見られる。

(95~96)は甕形土器の胴部から口縁部にかけてのものである。口縁部は「く」の字状に外反し、

口唇部での跳ね上げは見られない。

(97)は甕形土器であり、口縁部は「く」の字状に外反し、口唇部が跳ね上がり状を呈する。

(98)は壷形土器の胴部であり、 4条の突帯が巡る。

(99)は壷形土器の屑部から胴部にかけてのもので、屑部に 3条の突帯が残存している。

(100)は壷形土器の口縁部である。鋤先状口縁を星し、円形貼付文を持っている。頸部には断面

三角形の突帯が巡る。

勺

88.SOm 

一< --
.,,.̂‘→一^

l 黒掲色 1:hi （バサバサしている）
u 茶掲色I•M （黄色．，が掲色粒—fi比人）

゜
50cm 

第44図 S K38 平面・断面実測図 (1/20) 
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第46図 SK 38 出土遥物実測図②

(I 01)は悩杯であり 、鋤先状口

粒を呈する。

(102)は鉢形土器であり、II縁

、部はゆる＜外反する。

(104)ば蔽形土器の頭部から口

縁部にかけてのものである。垂

Fl I縁を消し、頸部に断1f1j一：角

形の突茄が3条残存する。

(105)は脚付鉢である。

(106)は斐形土器の底部であ

る。

(108)は砥石である。

(1 / 3) 

写真⑪ SK 38 遺物出土状況
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SK 4 2 （第47図）

S K42は調査Iメ：東端に位岡する隅丸長）j形の I••戦である 。

土城は、長軸をほぼ束i柑方1tリにと り、長さ2.0111を有し、短軸は南北に長さ0.8111を1-fする。深さ

は検出面iより 、東側で35cm、西側で40cmを有する。床而はほほ平らにイ1：上げられ、平1f1iも隅丸長）j

形を呈する。床面からの立ち I・がりは東側でやや緩く、 l1りiI!!lではきつい傾斜で延びている。

堆栢土/1'1は 31:91に分けられ、日杓には．［1月褐色、中Ir'!には11if茶褐色IM、FI苦には茶掲色が見られる。

JIH11il昂の）以さはほぼ二締分されている。追構からは土師器の杯の完）I多品が4.1・＇i．出土しており 、いず

れも下附に位闘する。杯の(109)と(lll)の出土地．I！iは東側の/,+(而直 I．． にi府せ；i[；．列して岡かれている。

方 、杯の(110)と(112)は西側の壁際に 2枚煎ねて立った状態で出士している。ドに被された(l.IO)

のH、の外I(ii底部には忠内で り出と ，1}かれている。

以上のようにこI•• JIJ/iの規似が身長ほどに

及ぶ事、 」：師器が完全な状態で出土し、

供献された状態をポ している事、 墨，りで

rp肛と，l｝かれた杯が埋葬思想とつなが

る 'Jiか ら 1•J殷墓である こ とは 1:11辿いなか

ろう 。

◎
◎
 

86. 50m 

出土迫物 （第48図）

(109)と（III)の杯は底部がやや丸味を

悩び、「l稼部の立ち上がりが緩やかであ

り、口唇部においてやや外J又している。

(J J 0)と(ll2)の杯は底部が‘ドらになっ

ており、立ち上がりは直線的に延びて11

祥部にゴ｝っている。

50cm 
I.9.I.Hu色 1•妍゜I I 

II 賠茶iu色上Ki
Ill 茶掲色ti:1

第47図 S K42 平面 ・断面実測図 (1/30) 

ロロニ4.

こ
110 

三 一
112 

110 

゜
10cm 

第48図 SK 42 出土遺物実測図 (1/ 3) 
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SK 4 7 （第49図）

s k47は調:itflx：中央東側に位ii{1,:し、ガ
形周溝逍構と SD04と切り合った 1'欺で

ある。切り合い関係は占い）jから）i形周

麟構—• S K47→ S 004のIII(iである。 A 
1・.JJ災は、長軸を東西方向に l.I m、短

軸を南北ガriijに I111を4iし、平1f1iは隅丸

方形を悼する。床1f1iはほぼ平らになって

おり、咽1f1iの立ち 卜がりはすこし緩やか

に成っている。

堆梢土1,:91は大きく 311、4に分けられ、この

うち、十器は最 卜部より出土している。

□I~．戦の性格は 、 形態的特徴や供献士器

と見られる坪(115)から土絣む裕と推定さ

れる。
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87. 50m 

出土造物 （第50図）

土城は、方形l占l溝辿構を掘り l‘―げて造

られている事から 、この時期の須恵器の

盗(114)やその他の須忠器片がJli［設時に

混在している。(JJ 5)の杯は床lhiμ9[|→．に

俯せにな った状態で出士してお り、この

士器が1一．戦に伴う ものである。底部は糸

切り 後、手持ちでナデ消しを行っている。

I 淡茶掲色l:K・，t(+Ki'(I 

ll !.I.’.l1辻21:K4 (+kt'i) 

III II;1茶色 I•K1 (+Kit．橙色tti・i彫、）

IV 茶褐色 1•,\hi (+Kit) 

// ~”9 

4‘1/”  

゜
50cm 

第49図 SK 47 平面・断面実測図 （1/20) 

写真⑫ SK 47 遺物出土状況

—．ー•-こ
114 

゜
10cm 

第50図 SK 47 出土遺物実測図 (1/ 3) 
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SK 4 8 （第51図）

S K48は謳lイ沖区の北I1甘側に位iiやす

る1’l形状の I・.JJf,'iである。

」」/j/iの直径はI.25~1.3111をイiし、

深さは検出ihiから50cmである。

l和葡はほぽギらになっており 、床

1f1iの形状はl'JJI多を ＇仕する。煎l(liの立

ち 1．．がりはきつく瑶直に近い。

堆fli土附は ,1l1''1に分けられ、似 I‘•

I'~1 より ( JJ6)の I:器が',1,1」ーしている。

出土遥物 （第52図）

(116)は壷JI多十器のLI縁部である。

11縁部には1リ形の1!1り文を1Jし、11唇

部には山形文が巡る。

(ll7）は翌E)|'.ク|．．器の11縁部であり 、

「く」の字状に外）又し、頚部に 1条

の突僻が巡る。

A
 

90. 50m 

l ．ヽ！！色 l .l,~ （杉濱 ） 。
II 茶掲色 1.k,t (6虹＇t）

III Iii<茶掲色I.k、1('iki't．焼 I・.・炭化物i)し人）

III !.I・＼掲色 l・k、1 (9fKit) 

50cm 

第51図 S K48 平面・断面実測図 (1/20) 

写真⑬ SK 48 造物出土状況

ーロ
さ
じ

迄

116 
0 5an 
I | 

第52図 SK 48 出土造物実測図（1/3) 
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SK49 （第53図）

S K49は調査区西側に位骰する隅丸方形状の土城である。

土城は長軸1.2m、短軸1.05mを有し、深さは検出面より60cmである。

床面はほぽ平らに為し、壁面の立ち上がりは垂直あるいはやや内傾しながら延びている。

堆積土IMは幾重にも分かれ、人為的に埋めたような状態であった。土器は-fl@から上層まで多址

に破棄した状態で混在している。なお、 VIMから岱肛i(S 04) と石JIil(S 06) が出J・.している。

出土遥物（第54• 55図）

(118)と(119)は甕形土器の口縁部であり、「く」の字状に外反しl_1唇部に至る。頸部には 1条の

突帯が巡る。

(120)は壷形土器の口縁部であり、

鋤先状口縁に円形の貼文を持つ。

(121)は壷形土器の口縁部であり、

日縁部には 3個のポタン状の貼文を l

単位に円弧状に巡る。さらに側面のロ

唇部には山形文が刻まれている。

(122~125)は甕形土器であり、「く」

の字状に口縁部が外反する。頸部には

突幣は見られない。

(126)は鉢形土器であろう。

(127)は甕形土器であり、口縁部は

きつく外反する。

(128)は「L」字状の口縁に刻目を

持ち、その下に 2状の刻目突帯が巡る。

(129)は刻目突僻が巡る下城式の斐

形土器である。

(130~131)は壷形土器の屑部であ

り、三角形突帯が巡る。

(132~133 • 135 • 136)は脚付鉢であ

ろう。

(134)は長頸壷であり、口唇部に断

面「M」字突帯が巡る。

(137 • 138 • 141 • 142)は？i紅形土器の

底部であろう。

(139 • 140)は甕形土器の底部であろ

90.50m 

l !•I・＼褐色 l•M （軟ti、焼l:iJl人）

II 茶褐色 I・・¥i （硬i＇i)

Ill 暗茶褐色 lM（軟ti．焼I：混人）

IV 茶褐色 1••11'1 （軟＇it) ° 
V Iii\•貨色 I·hi （柑it'il•J 

¥1 Iii}茶褐色 l:~'1

¥11 暗貨褐色 l••9付（粘ti l:) 

第53図 S K49 平面・断面実測図（ 1/20) 
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゜
、つ
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第54図 SK 49 出土追物実測図① （1 / 3) 
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第55図 S K49 出土迫物実測図② （1 / 3) 

写真⑭ SK 49 逍物出土状況
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SK  5 0 （第56図）

S K50は池111'区西側に位協する 1：城である。

I••jJji'(は東南部分が他の 1: lJ)1;iに切 られている 。 辿構の平ifli形態はほぼ円形状を呈し、直径60cm 、深

さは検出而より ．10~20cmを有する。

堆梢土）•:1 は 1 培のみで、売形土器が出土している 。

出土造物 （第57図）

(I ~3 ) は 甍形七器であり 、 口縁部は 「く」の

字状に外反する。頸部には 1条の ・：角形突幣が

巡る。

(144)は甍形土器であり 、「l縁部は「く 」の

字状に外反し、

げ状を呈する。

l_1唇部においてわずかに跳ね 1:

ヽ

、文:-=會〔え;•こ｀
ヽヽ`・ ． 可'\i!~!冷翌...、.、̂.、`.、9 ‘文． ＂ 
‘̀.̂ ゞ・ヽ、、.、
< ¥:: 
； ー

•9 

ヽ

_̀ 
暗茶褐色Lりイ （硬1,t、柑iiti:)

90.00m 

ヽ
第56図 S K50 

50cm 

平面・断面実測図 （1/20) 

写真⑮ 造物出土状況

ーど口

10cm 

143 

第57図 SK 50 出土遺物実測図

-50 -
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SK 5 1 （第58図）

S K51は調査区西側に位置し、 SK50と近接した土城である。

遺構の北西側は他の土城によって切られている。さらに中心には南北方向に走る幅80cm、深さ15cm

の溝が上部を切っている。

土城は長軸を1.7m、短軸をl.0mを有し、平面形態は楕円形を星する。深さは30cmを有し、陸面

の立ち上がりは緩やかである。

堆積土層は大きく 3屑に分けられ、中央卜部には溝状逍構の埋土が「U」字状に見られる。

遺物は中層から下層にかけて弥生土器の甍形土器・翡杯• 1紆石 (S05)が混在する。

出土退物（第59図）

(145~147)は甕形土器であり、口緑部は「く」の字状に外反する。

(148)は高杯の口縁部分であり、鋤先状の口縁を呈する。

oo 
もS05
s 

90.00m 

l 黄色土層 （硬質｀粘質:I:)

11 暗黄褐色＋附 （軟質、溝遺構掘り込み）

m 黒色土層 （軟質）

IV 黙褐色土層 （軟質）

v 慧褐色土層 （硬質、黄色粘1：混人）

VI 暗茶褐色土陪 （軟質）

。
50cm 

第58図 S K51 平面・断面実測図（ 1/20) 
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145 

:: 146 

|_---

147 

□ □ /10cm 
第59図 S K51 出土遥物実測図 (1/3) 

写真⑯ SK 51 逍物出土状況（東より）
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S K 5 2 （第60図）

S K52は，―J』1t区西側に位散する隅）L）j形状

の I...i}沿，iである。

l：．堀は、長抽をI.Im、短柚0.9111をイiし、

深さは検出lfliから20cmである

床1f1iは1f.らになっており 、i:,危Ihiの立ち卜が

りは垂Iれである。

堆flttlI、1は II,1、イのみであり l・.1fliに焼 I．．の11'1
が見られる程役である

出土遺物 （第61図）

逍物の器種には弥生時代の・ヽ Ilt)fク 1：器 ・(:j

杯 ・器台 ．?.:i:.党形 1：器怜が見られる。

(149)は小J利の壷形 I:器であり 、頭部がか

なり締まり 、11粒部は「く」の字状に知く 外

／又する。 1 位 1 /' z疇
(150)はr',':j杯の脚部であり 、（本部との榜界 ll l,r},'iu色I¥4 (trt m t 1.) 

90. OOm 

ヽ
如

にサり突僻が巡る。1j.り1部はラッパ状に1)}l 第60図 SK 52 平面 ・断面実測図（ 1/20) 

いている。｛本部の部分はSK53から/I'1!・.したもので、接合する ことができた

(151)は器台であろう か。イ本部は数条のプ角形突・間が述なり 、ラソバ状に1)flく）V!I部につながる。

脚部には 3条の二角形突幣が巡り 、さらに縦）jlh]にも：．角形突僻がつながる この突幣に付設して

11!1 I；．状のl!ii文が見られる。外I(liには1)ド色樅彩が施され、 祭祠川の 1：器と思われる。

写真⑰ S K52 遺物出土状況
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第61図 S K52 出土退物実測図 (1/ 3) 

(152)は益と思われる。

(153)は壷形土器の底部である。

(154)は甕形土器であり、口縁は「く」の字状に外反し、口唇部は少し跳ね上げ状と為っている。

(155)は甕形土器であり、口縁は「く」の字状に短く外反する。

(156~158)はやや上げ底ぎみの底部である。

-54 -



S K 5 3 （第62図）

S K53は調1t区西側に位ii'i:する111形状の I・.

堀である。

tり浜は恥M11.15111、短軸1.05111を有 し、深

さは検出而より35~115cmである。

床lfliは平らになっており ．増而の立ち卜が

りは垂直に近い。

J-ii:fli 1:I杓は 31rりに分lナられ、II喝と」．．1，；91に

は炭が混入している

出土逍物（第63図）

迅物は弥生II.~:代の甕形土器 ・ 高杯がi1'1 |-_し

ている。

なお、 1,・‘:j!不は SK52から出七した，燐杯の脚

部(J50)と接合する。

4
 

八《

90. 50m 

(159)は兜形 1こ器であり 、11縁部は「く 」

の字状に外／又し口唇部においてシャープな跳

ね 1こげ状を呈する。頸部には 1条の ・：角形状

突帯が巡る。

(1 60) は口緑部が「 L 」 ‘j•：状を 1仕し 、 小 さ

い円形の貼文が巡る。外而には1111線紋が施さ

れ、さらに剌突鋸I1、j紋が見られる。

I
 
II 
Ill 

,

f

'

/

 

1/ 

一
◇ 
ロー

忽 z,
.'.I.'褐色 I~ヽ 1 （如＇（、炭it1加Jt人）

賠茶iu色I州（＋屈＇i.炭化物枇人）
茶氾色 1.¥・,1 1 6史it．粘tt1:) ゜

50cm 

第62図 SK 53 平面・断面実測図 (1 /20) 
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第63図 SK 53 出土迫物実測図 (1/ 4) 
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SK 5 4 （第64図）

S K54 は謳）イt lメの北西側に位ii•'i:し、 SH LOと北I1甘il!ilで切りあった不整桁円形状の十．城である。

げi：（は認IlIIを東西方1{,jに］．7Ill、短軸を南北方向にI.]Ill、深さは検出而から 10cmをイiする。床l(i

は｀＼；•らにな っ ており、収面の立ち卜がりはややきつい傾斜である 。

堆h'tt．培は l附からなり 、SH IOを切っている。

逍物は、 I •• i)扱"'心の1米 I→．よ り 弥生IIが代の・、献形 1 ：器とi’,‘:jJ-小の 2 .15が出 1一．し て しヽる 。

出土遺物 （第65図）

(161)は11,It）［多 1：器の）jIIij部から底部であり 、胴部 1‘..「部に 2条の

(162)はi',‘:jJ-小の脚i.i|iであろう 。

.:fり）f紹突僻が巡る。

写真⑬ SK 54 追物出土状況 第64図

g,込

SK 54 

• I.9 

90. 40m 

｀ 0 50an 
l , 1 

平面 ・断面実測図 （1/30) 

162 

゜
10cm 

第65図 SK 54 出土追物実測図 （1/ 3) 
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SK 5 7 （第66図）

SK 57は，i/.jイtiメ中央よ りやや北側に位：i竹＇：する円形状のUif.'iである。

lJ炭は長哨Ill m、仇i紬0.9m、深さは検出iiriから60~65cmをイiする。

lぷ l(liは半らにな っており 、 平 I(li lf•クは 1 リ形状を＇仕する 収I(ii(/)立ち 1ー．がり は殆ど帷直に近い角度で

延びている。

堆flttl：イは 4桝に分けられ、逍物は1位l‘.l,:1の

J,l.; 1f1i 11'(I．．から出 1．して¥.,‘る。

出土遺物（第67図）

逍物には弥It|→．器の災形 1：器 ・鉢形 1．．器が見

られる。

(16:{)は尭形 I．器であり 、「く」の字状に11縁

部が外｝又している。

( 164) は 1 1秘部がややきつく「く」の ‘i•::l）：に

タト／又し、 ll|il部が丸く膨らむ。

(165)は鉢形 1：器であろう。

A
 

｀ 
90. OOm 

写真⑲ S K57 造物出土状況

多
'l.'.l六色 I¥'l I杖＇，＇（）
iij了茶／1i色 IK1 19I屈＇i／

Ill 茶出色lI,i (+Ki'(I 

II' 11ふ',I9,•色 IA4 (4女，i，（

゜
50cm 

第66図 SK 57 平面・断面実測図 (1/20) 

こ164 
ロ ー
‘‘、‘165

163 O 10cm 
I I ~ I 

第67図 SK 57 出土遥物実測図 (1/ 3) 
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SK 6 1 （第68図）

S KGIは謳!Jflx枠jf!lljに位散し、SDOIの辿構に切られた土堀で

ある。

:l.l}i!(は111形を＇仕し、直径60cmであり 、深さは検出I(Uから30cmを

有する。

床ifliは半らで、i:,,tiniは稲直に掘られている。辿構の中より斐形

t器の1,.41A1休が出 1こしている。

゜
50cm 

第68図 S K61 平面実測図 (1/20) 

出土造物 （第69図）

(J 69)は甍形 I・.器であり 、1氏

部は見られない。11縁部は「く」

の字状に外反し、短く延びてい

る。さらに、11唇部では跳ね上

げ状を情する。

゜
10cm 

第69図 S K61 出土遺物実測図 (1/ 4) 

写真⑳ S K61 造物出土状況
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第2表土壊 (SK)遥構一覧表

±城 図版
平面Jf~

規校 (m) I •．城 悩版
、 1;•Ifi i形

規校 (m)

番号 番サ 長軸x矩径X深さ 番サ 番号 lぐ刺lXtlif蚤Xi菜さ

01 70 隅丸長）j形 I. 50 X I. 00 X O. 2'1 33 72 F 1 形 l. IOX l. IOX0.'18 

02 70 方 形 0. 95 XO. 65 XO. 28 34 72 I’l 形 1. 00 X 1. 00 X O. 59 

03 33 円 形 2.15X2.05X0.47 35 72 I’l 形 0. 90 X 0. 80 X 0. 37 

04 70 I’l 形 0.80XO. 70X0.113 36 72 I l l 形 0. 80 XO. 80 XO. 05 

05 70 方 形 0.80XO. 70X0.32 37 72 l'l 形 1. !OX I. lOX0.15 

06 70 I’l 形 1. 60 X 1. 50 X O. 51 38 4 4 隅丸 l£ }j形 l. 80 X l. 35 X O. :34 

07 70 円 形 0. 70XO. 70X0.22 39 72 l'I 形 l. 00 X O. 85 X O. 5'1 

08 70 円 形 1. 50 X 1. 20 XO. 42 ,10 72 長tfiPl形 1. 50 X l. 00 X O. 16 

09 70 円 形 0. 90 X O. 85 X O.'13 1I I 73 桁 |’l 形 l. 30 X l. 00 X O. 21 

10 70 楕 円 形 1. 90XO. 95 X 0.45 42 73 隅）し長）i形 2. 00 X 0. 80 X O.it:3 

11 70 円 形 1. 08 X 1. 03 XO. 25 43 73 長 Hi11]形 1. 90 XO. 50 XO. 13 

12 7 1 |’l 形 l. 16 X 1. IO X O. 50 ,1,1 73 長 H・J111形 2. 00 X O. 60 X O. 15 

13 36 隅丸方形 0.80XO. 70X0.64 45 73 限）L長）j形 0. 80 X O.'10 X O. 11 

14 38 円 形 0. 77XO. 73X0.38 46 73 }j 形 0. 90 XO. 90 XO. 09 

15 40 円 形 1.18 XO. 85 XO. 28 ,17 49 方 形 l. lOX l. OOX0.:~7 

16 71 ド］ 形 0. 90 X O. 80 X O. 10 48 51 | l l 形 l. :30 X l. 20 XO. 54 

17 71 円 形 0. 90 XO. 60 XO. 25 ,19 53 隅）L)j形 l.20X l.05X0.59 

18 71 円 形 0. 90XO. 70X 0.18 50 56 円 形 0. 63 X 0. 52 X0.17 

19 71 I―’l 形 0.90XO. 90X0.25 51 58 桁 | l l 形 1. 70X 1.00X0.26 

20 71 0.70X - X0.13 52 60 円 形 l. 03 X O. 97 X O. 19 

21 71 0.50X - X0.14 53 62 I'J 形 l. l O X l. 10 X O. 55 

22 71 円 形 0. 90 X O. 80 X O.'16 511 64 tti | l l 形 l. 70 X 1. 15 XO. 15 

23 41 長楕 1']形 l.15X0.75X0.24 .r).r ) I (l 形

24 71 隅丸）i形 l.OOX 1.00 X 0.40 56 隅）L長）i形 l. 20 X O. 50 X O. 13 

25 71 隅丸方形 l.30X0.80X0.23 57 66 I I l 形 I. 00 XO. 90 XO. 69 

26 7 l 桁 円 形 1. 90 X 0. 90 XO. 21 58 73 | l l 形 l. 20 X l. 00 X O.'1'1 

27 71 不整長）j形 1. 70X l.OOX0.43 59 73 I l l 形 l. 30 X l. 00 X O. 50 

28 43 長桁円形 3. 35 X 2. 20 XO. 77 60 73 l'l 形 0. 60 X O. 60 X O. 11 

29 72 円 形 l.20X l. lOX0.07 6 l 68 I'l 形 0. 63 X 0. 60X 0. :37 

30 72 円 形 l.30X 0. 90 XO. 35 62 73 11I 形 0. 80 XO. 80 XO. 30 

31 72 円 形 0. 90X0.60X0.25 63 73 桁 I l l 形 1. OOX 0.65 X 0. 30 

32 72 隅丸l乏―)i形 1. 50 X O. 95 X O. 15 
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5. 円形周溝遥構（第77図）

調介区中央のやや東よりに位置する円形状に溝が巡る遺構である。直径 7mのほぽ円形を星す

る形態であり、円形状に巡る溝の幅は約80cm、床面の幅20cmの規模である。溝の内側には、直径

約20cm大の柱穴がいくつか見られるが、不規則であるためこの逍構と関連性は薄いと思われる。

また、中心付近に長径1.5m、短径0.9mの桁1-Y形を星する：l：戦が検出されているが、遺物が伴っ

ておらず、遺存状態も良くないことから1リ形周溝遺構との関係も分からなかった。
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第77図 円形周溝遥構平面・断面実測図 (1/50) 
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出土造物 （第78図）

円形｝iil溝・磁構の溝のjII!_|・.UMから瓶の11稼と思われる

逍物が出上している。施釉胸器で灰釉を施し、器形や特

徴から中世の年代が考えられる。

この時期になるかは、 出土状態からして門えない。

しかし、辿構の年代が
第78図
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6. 方形周溝退構（第79• 80図）

調査区の中心に位iri:する方形状に溝を巡らした逍構である。溝の方向はそれぞれ東西、南北を
指している。逍構の東を南北ガI｛りに SD04 • 05の2条の溝状遺構が走 l)、-)i形周溝追構を切って

いる。また、方形溝状逍構の東側のSD04と交わった所から土城 (SK47)が検出された。構築

した序列は、切り合いから見て）ilf紺溝状逍構→土城 (SK47)→溝状逍構（SD04) の順と成っ

ている。なお、 ・-r.!J黄からは1|9|U：の1灌iii器の杯が出土していることからこの時期の所廂と考えられ

る。 SD04の溝状辿構からは年代を想定できる逍物は出土していないが、追構の形態や推積して

いる土層の状態から近l!l：に相当されるものと思われる。

逍構の検出面は西側が似jく、東半分は東側にhjかって段々と低くなっている。これは、東側に

おいて近世の開墾時の造成によるものと考えられる。よって、現状では溝の幅は西側で広く、そ

して深く残っており、東側では狭く浅くなっている。

逍構の規模は東西、南北共に一辺約12rnを有する正方形の平面形を早する。そして12mI几l方の

内側に、最大幅約 2mの溝が巡っている。溝の深さは検出面より 70cmを有するが、ートl(Iiが削平さ

れているため構築時は更に深かったことが予想される。溝の掘り形はほぽ逆台形を為し、地111に

綿密に掘削し、溝の煎面は平滑にイl:J・.がっている。床面を見ると、所々にテラス状の段があり、

東側に向かって下がっているようである。そして、東側の溝内に幅 1mほどのプリッジがJ米[(riよ

りやや高くなって造り出されており、溝を渡る施設と考えられる。なお、溝の堆梢状況から溝の

内側には台形状の盛土があった可能性が強いと考えられる。

溝内の壁面には柱穴が数箇所みられるが、この逍構に伴うものであるか不明である。さらに、

方形周溝逍構の中心部には直径1.2m程、深さ 10cmの不整形の土城が検出された。逍物が出土し

ておらず、上面がかなりtill平されたものと見られる。この土城が方形溝状逍構に伴うかどうかは

判断することはできなかった。この外には柱穴などの遺構は確認されなかった。

調査時当初の遺構検出を行った際、方形の溝状に土質の異なった形状が見られたことから、こ

れを弥生時代の方形周溝硲ではないかと考えていた。しかしながら、溝状の追構を掘り下げるに

従い、予想に反して須忠器やばiii器が出土したことから当初の考えを変えざるを褐なかった。

出土遺物は総て溝の覆土からのもので、須恵器の盗・椀がやや多く、土師器の低．杯がやや少

ない比率であった。なお、逍物は完形品のものと破砕されたものとに分けることができる。これ

ら土器の投棄は、溝内のロームJKi面itJ:tからlltl：した土器は無く、やや浮いた状態にあった。

出土遥物（第81図）

(171 • 1 73 • 175 • l 77 • l 80) は、）く）I:部に偏平な擬宝珠状のつまみを有し、日縁端部におい

て内側に屈血し、かえりは見られない。器高は高い。

(178) は、天井部にボタン状のつまみが付き、口縁端部は丸味を1ifびてイ1:l．．げられている。

器高は低く偏平である。

(182) は須恵器の塊である。底部から緩やかに外反し、口縁部に至る。沿j台はlり渾iが台形を

成し、ハの字に開く。口径からすれば(180)の盗とセットになろう。

(172・ 174) は1こ師器の嘉f．である。犬井部から丸みを帯びて口縁端部に至る。
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(176 • J79)は土師器の杯である。底部付近は丸くやや外／又しながら直線的に11線[,iIIに至る。

(181 • 183)は土nili器の杯である。底部は平た＜ヘラ切りがおこなわれており、 11粒部に向かっ

て大きく内側に屈1111し、まっすぐに伸びている。
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7.柱穴 (Pit)

城南追跡全体より無数の柱穴状の1リ形の掘り込みが見られ、 これらを柱穴として扱った。 f l: 

穴は、不規則に点在し、性格は不明である。なお、逍物が出土しているものは少なく、 Pit107の

みの！照会に留めたい。

Pit 1 0 7 

Pit 107は調査IR南側に位置する。

逍構は長軸30cm、短軸20cm、深さ50cm程である。

出土迫物（第82図）

(184)と(185)は同一個体の甍形1：器である。

口縁部は「＜」の字状に外］又し、「）唇部が跳ね上がり状を星している。胴部下部は欠損してい

るが、 9氏部はやや上げ底気味を成す。

‘ヽ

(I  

I 

第82図 Pit 107 

8. その他

表採により以下の遺物を採巣した。

A地区採集遥物（第83図）

石核石器(186)

片 l葡を大きく打撃して打ち割り、つづ

いて逆面を象lj離して、力ll：［している。一

部に自然面が残っている。

:: 

出土遥物実測図（ 1/ 3) 
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第3表追物観察表（ 1)

遺物 挿図 IIIt区 器 胎 I・. 色 潟 器血潟仔 法は・（（T,I）

番サ
出 I: 協 号

爵サ 遺 9鼻 種 混f[I材 粒（・ 内面 外面 内 1(li 外血 1_1i£ 器『',~j 引ヽt k 部i t htit 

t鉛器
反會：．復元

I 8 S 803 
杯

全ウンモ l'il9t 淡貨色 淡貨色 ヨコナデ ヨコナデ 13.2 

2 JO S DOI 
須恵器

R9t 
長頚壺？

灰1・1色 付灰色 圃♦J．ョコナ・,, [11)'ょヨコナデ

3 10 S DOI 
須恵器

徴粒 灰I'1色 灰1・1色 IIIl転ヨコナ・ア (nit:；ョコナデ
長頚壷？

., 10 S DOI "iill. 淡貨I天色
帖晶n・府

頂:.l:12,↓

5 IO S DOI 
長{i

徴9t
間ウンモ

,k;褐色 淡間褐色 ナデ ナデ

6 10 S DOI 
t鉦器

Rtt 貨I'I色 貨白色 ナデ ナデ
瑛

8.2 

弥生土器 角閃{i
ヨコナデ ヘラ l..Iしによ

i 21 SHOI 
壺 黙ウンモ

徴9t 淡貨I'!色 淡赤貨色 るクテナデ

ヨコナデ

弥生t．笞
凩ウンモ

クテ｝荊1ナデ
8 21 S HO! 微9t 淡貨9天色 淡貨／天色 ヨコナ・r 1 6. 1 

壼 ヨコナデ

弥生t器
仕6

クテ方向ハケ
9 21 S HOI 阻ウンモ 小9t 淡褐色 淡褐色 ナデ 20.6 

西 ナテ‘

弥生t．器 6英
ナデ へう In::よる

10 21 SHOI 
吏 黙ウンモ

小粒 淡負色 明貨色 ョコ・ナ・ア タ・r}ih]のナテ' 18.6 

ヨコナデ

弥牛t．岱
｝とH

II 21 S1101 壷
！A＼ウンモ

徴tt 淡貨白色 淡針H色 18.8 

LI柑部

弥生t．詳 長石
ハケ II J.1~ クテナデ

12 21 S HOI 翌 開ウンモ 紺9t 明黄色 淡針／犬色 21.2 

赤色依化19t 
ヨコナデ ヨコ十デ

弥生t計
長{i へう IJしによ へう I..Jしによ

13 21 S 1101 空一 限ウンモ
紐ti 淡員灰色 淡茶褐色

妊部
るクナナデ るクテナデ

l・I 21 S HO! 
弥生t・荏

l{1i 微,~ 淡貨色 淡貨I天色 ナデ クテ｝加］ナデ 底部、ナデ
竪

弥牛．t．器
長{i、角閃{i

ョコナテ＇ へう 1”.Jしによる

15 21 S 1101 涌 R9t 淡貨灰色 明貨I'I色 ク •;-9il i1) ナ・デ

I.I船姉部
黙ウンモ

ヨコナデ

16 21 S HO! 
弥牛．：I：器 角閃石

紺粒 淡貨Ii色 淡貨l火色 ナデ クテJil；リナデ
甕 間ウンモ

弥生t．註
艮6、{i英

17 23 S H02 
史

角閃{-j 小,~ 用員色 淡灰茶色 ナ・デ ナデ 19.0 

間ウンモ

it石、角閃6、
へう 1:lしによ

18 23 S H02 弥生t器 間ウンモ． 4；色 徴粒 淡黒色 淡貨9た色 ヘラケズ’I 7.0 底部．へうI：具によるナデ

陪化1..92
るヨコナデ

19 2:1 S H02 弥生i：器
仕h・、角閃{j

細9t 淡掲色 淡茶色 ナデ ナ・ア
開ウンモ

20 23 S H02 弥生t．器 長{i、角閃{i 紺粒 淡茶褐色 淡'l.1色 ナ・r ナデ

ヘぅ T.lしによる

21 z S 1102 弥生j：笞 石英、角閃{i 小R 淡赤貨色 淡貨茶色 ナデ Ivrr4kif親

ナデ

絋！ぶ沿

22 23 S 1102 石砲T 爪はめ↓
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第4表遥物観察表（2)

遣物 挿図 lil.1:lg 器 胎 :I: 色 潟 器面沼整 i): ht (o) 
出：I: 俯 井

番・;j• 番・サ 迅構 位 混FLL材 位•T· 内面 外iui 内面 外ilii ut至 器岱 糾灌 底径

柑M石凪
千枚岩

23 お SH02 
淡黙色 頂は2q 

SH03 
弥＇F.:I渇 k•(i、!.I,1 ウンモ

微92 淡黙褐色 淡茶褐色 ナ・ア ナデ 32.0 24 25 
岱り：・？

25 25 SH03 
弥＇!=.:I••沿 R{i. •{i英

細位 黄褐色 貨褐色 ナデ ナデ 29.0 
史 角Iり'{i

弥＇tl湛
ナデ ハケ後ナデ

26 25 S 1103史 ＂英 細粒 淡貨褐色 淡赤褐色
ョコナデ ョコナデ

22.0 

U柑郎

SH03 
弥生：I：召

1t・fi. mウンモ 紺92 淡羨茶色 淡貨茶色 ナ・r ハケtl
”・心・’ • 27 お

.... ヰ ヨコナデ ョコナデ

S H03 
弥lf:.:I:召 R6. i『1閃石

紺位 黄褐色 茶褐色
ナデ ハヶn

22.0 28 25 
賓.... !Alウンモ ヨコナデ ヨコナデ

弥II:.:I••笞 角l刈1i ·J•デ
ハケH後・rデ

29 S 1103 細粒 暗茶褐色 暗茶褐色 梢し 24.0 25 
売 !•1.I ウンモ ヨコ・｝•デ

ヨコナデ

S H03 
弥生：I:笞 l8石

徴粒 ＂横茶色 l~J貨茶色 ヨコナデ
ナデ

18.!i 30 25 
哭 !!lウンモ ヨコナデ

31 お SH03 
弥生：I••店 ＂英． K石

紺R 陪茶褐色 陪茶褐色 ヨコナデ ヨコナデ 15.6 
壺 角閃n

32 25 S H03 
弥1£:1••召 ＂英 徴粒 貨褐色 赤色 ナデ ヨコナデ 2-1,0 
磁 金ウンモ

33 25 S 1103 弥IItI••笞 角閃`（i 紺位 淡黄色 淡黄色 ヨコ 1• テ‘ ョコナデ 19.~ 

34 26 S1103 弥生：I••店
flJfl'.Jfi 

紺位 淡黄褐色 淡貨褐色 ヨコナデ
金ウンモ

35 26 SH03 弥't:l•• 呂
角閃Ii

紐粒 昭茶褐色 閲色 ナデ ナデ 7ヽ．?“ 
金ウンモ

36 26 S H03 弥'!;.:I：器
µ•6、角閃．＂

小粒
:9,1ウンモ

暗茶褐色 赤褐色 ナデ ナデ 5.8 

37 26 S 1103 弥生：I：笞
！と1i,flJ閃石

細粒 闊褐色 !.1.1褐色 ・t・デ
指圧痕

•1. 6 
!l,1ウンモ ナデ

指9E艇
ナデ

38 26 S 1103 弥II::I：笞 ・打英． 角閃石 細粒 貨褐色 貨褐色
ナデ

39 26 S 1103 弥’t:l•• お
Jt'(i 

微粒 談茶褐色 淡茶褐色 ナデ ナデ 6.2 
!!.¥ウンモ

•10 26 S 1103 弥生•1：器 石英、角閃石 細粒 茶褐色 貨褐色 ナ・ア 5.9 

1どり、！J,＼ウンモ
.,..ア ナデ

、II 26 SH03 弥＇t:I・．器
赤色ほ化：!:ti

徴粒 淡褐色 淡赤茶色

~2 26 S H03 弥生：I：笞 It石．f11/Xl石 小粒 黙褐色 赤褐色 ナデ 5.6 
底部、 ややあげ底、指If:飢あ
I) 

6英．角閃．＂
ョコナデ

指圧損
•1 3 26 S H03 弥't:t召

金ウンモ
l:ltt 赤褐色 赤褐色

ヨコナデ
10.0 

.,.. 26 S 1103 弥IKI••お R(i．開ウンモ 紺92 淡貨茶色 淡貨茶色 .,.デ ナデ 10.6 

- 76 -



第5表遥物観察表（3)

道物 1り図 /ll・t区 器 胎 I: 色 消 器伍i潟松 法は・(('Ill)

番サ 番サ
tii i•• 情 g• 
迅構 f{< i!HIIU 粒T・ 内 mi 外 Ihi 内面 外 lhi llif. 器，：9:i引lrik江tt 底if

•9 5 26 S 1103 弥'1: 1•• 姓
flJl~{i 

徴粒 陪/!ill}色 昭iy浪氾色
金ウン・モ

4 6 26 S 1103 弥’1,1:牲
角l刈li

細粒 暗貨色 暗ih色 ヨコ・｝•デ ヨコ・r•ア
金ウンモ

!).6 

•I 7 26 S 1103 
弥'ti．．器 1と(i

徴R 淡茶掲色 汲茶悧色 ヨコナデ
ナ・ア

哭 隕ウンモ ヨコ・rデ

48 26 SH03 弥’I:.I・・苔
!Hi 

小粒 淡1V1茶色 淡貨＇茶色 ナデ ナ・r
！，，＼ウンモ

、1!) 26 S 1103 鉄鎮

50 29 S1108 弥'1:.I•• 沿
I{ {i 

徴粒 淡開褐色 淡ili掲色 ·t•テ ナデ
烈ウンモ

51 扮 S l108 弥’t.I••召
lHi 

微t2 淡貨褐色 淡茶掲色 ナ・ア ナデ
黙ウンモ

52 31 S 1109 弥’’’・•I：器
角ly↓{i

徴tt 191黄色 り1ji色 1• テ‘ ナデ
！9.＼ウンモ

SH09 弥牛．I：路 l•と{i、角lり(i 徴粒 淡茶褐色 汲茶褐色
.,..r ナデ

53 31 
へうナテ ヘラナデ

5-1 31 S 1109 弥'1:. 1••お Iと｛i.角l叩i 紐tt 淡員褐色 淡ih駈色 ヨコナデ ヨコ・ナ・ア

IUi. 9潤li
ミガキ

55 31 S 1109 弥’I:.I渇 ！，・！ウンモ 小R 淡貨II沌色 i．紺h1！沌色 ヨコ •I• テ＇

Ai色ほ化•I: tt
ヨコ・J-・デ

56 31 S 1109 弥II:••I··荏 1と{i.fr11刈{i 徴粒 191,h寸'i色 IPJ,』浪＇色 ·I• テ
へう 1:n..i・・r
ナ・デ

57 31 S ll09 弥'F.l:tt ！と(i.fI1閃(i 徴R 淡茶掲色 汲茶褐色 ナ・デ .,.テ'

58 31 SH09 
弥'ti•お !Hi. flJl\~ fi 

紺粒 淡l(II}色 iH1掲色 ヨコナデ クテヘラ •I• テ‘
泄 ！！．＼ウンモ

59 31 SH09 弥＇，;I：器
!Hi. flJ閃li

紺粒 淡黙掲色 赤茶色 ・r・r ナテ‘
！！，＼ウンモ

SH09 弥'KI・・t；； 
!Hi, (IJ閃{i

細粒 淡iii色 淡1Vi色 ナデ
ヨコ・ト・f‘

60 31 
，1,＼ウンモ ・J-デ

61 31 S 1109 
弥生l•• お 1Hi. Ii英

小粒 淡黙掲色 淡茶掲色 ナデ ナ・デ 1:1.0 
it 角閃{i

SH09 
弥'1,・ l•店 Iとli. fIJ P1 6 

細粒 淡茶褐色 淡il1茶色
へうナデ

62 31 
器台 烈 ••9 ンモ ナデ

ナ・ア 6.5 10.6 

63 31 S 1109 "ot 淡象HI色
絲色ltti

即，t:i,,

S 1109 砥{j 淡！l.＼9}；色
f Itt; 

61 31 
項:,:,18,』

S 1109 砥li? 淡,,；！！．＼色
T・l'.(c; 

65 31 
記、;100,,

66 31 S 1109 祇fi iki/ifl色
ii府

船,l:!J(),9
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第6表遥物観察表 (4)

遺物 1,fi図 出t区 器 胎 +. 色 汎 器面潟整 法は・(('111)

出 l•• 協 1§・ 
番サ 番サ 遺構 積 混FLL材 粒r・ 内面 外 l凪 内瓜i 外面 l」it 器邸 魯虚 I氏it

SH09 砥(i 淡仇I'I色
ri岩

67 31 
政 `•230~

- SH12 
弥’I:.I•• お 長{i

68 
史 ，＇9,＼ウンモ

紺粒 明黄色 19浪色 ナデ ナデ 31. ̀I 

69 - S 1112 弥＇1:．I:岱
I{ (i 

細粒 淡褐色 淡赤褐色 ナ・デ ヨコナデ 6.5 底部、指圧狽
!!.Iウンモ

70 74 S KOi 弥中． I•• お
1-tfi 

煎ウンモ
徴粒 淡煎色 iあか9火色 ナデ ナデ

SK03 
弥'f:.I•石 k(i、f『1閃(i

徴9t 用茶褐色 汲間褐色
9ケヽII ハケH

71 

“ 甕 間ウンモ
3・I. 6 

3コナデ ヨコナデ

72 3-1 S K03 弥牛．I:召 角閃{i 徴粒 昭茶褐色 隕褐色 ヨコナデ ヨコナデ 32.0 

S K03 弥＇t.1:沿
角閃{j

紺粒 茶褐色 茶褐色
ナデ タテナデ

73 34 
金ウンモ

27.0 
ヨコナデ ヨコナデ

SK03 
弥't.I：器 k{i 

徴9t 茶褐色 ．『l.＼掲色
ナデ タテ方向ナデ

7.1 3,1 
史 nj閃{i 22.6 

ヨコナデ ヨコナデ

SK03 
弥’中． I•• お l<li.角閃6

小9t 貨茶色 茶掲色
ナデ ハケH

75 35 
甕 !I.iウンモ

39.6 
ヨコナデ ヨコナデ

f1)閃(j
指ll:1J( 紐いハケn後

76 35 S K03 弥'El：お
金ウンモ

紐粒 貨褐色 Ui褐色 ハケ後ナデ ナデ 15.•1 

ヨコナデ ヨコナデ

弥’’,•I: 岱

77 35 S K03甕 仕li 徴粒 淡褐色 191貨色 ヨコナデ
タテナデ

ヨコナデ
7.3 

78 S K03 
弥生I:岱 K6、角閃H

小粒 黒色 扉か茶色
ヘラ l..1しによ ナデ

35 
点H; ！9,＼ウンモ

9.7 
るヨコナデ ヨコナデ

i9 35 S K03 弥＇I:. I•• お
角閃{i

紺粒
全ウンモ

淡責褐色 淡員褐色 ョコナデ
指圧復

ョコナテ
l~.6 

弥生 I•• お タテJi向ハケ

80 35 S K03 長傾遥 ！，I＼ウンモ 紐粒 淡員／天色 淡Villi.色 ヨコナデ H 

ヨコナデ

弥＇t． 1．岱

81 35 S K03史 灰貨褐色 柑l火色
クテナデ

底部ナデヨコナデ
ョコナデ

5.8 

82 35 S K03 
弥生i:沿

徴粒 貨褐色 9,J-中1)
ヨコナデrt弔

屯 I) 

83 i4 S KOi 
弥＇t 1• お !t(i．角閃(-j

口粒 淡茶褐色 淡隕出色
甕 ！！＼ウンモ

ヨコナデ ヨコナデ

84 

＂ 
S K12鉄 碩は:20q 

85 37 S K13 
弥’’:.1 •．岱 N:{i 

徴粒 黙褐色 隕褐色 ヨコ・トデ ヨコナデ
甕 角閃{i

23.0 

86 37 S Kl3 弥牛． I•• 笞 ！l.＼ウンモ 只粒 明貨1"l色 叫h消'l色 ナデ ナデ 6.0 

弥＇t 1•お
ヘラn1）I)狽 クテ方向ハケ

87 37 S Kl3 
体

淡柑色 員付色 ナデ H 14.・1 9.i 6. •I 底記ナデ

ヨコナデ

弥牛．I沿； k{i 
ヘラミガキ

ハケH
88 3i S Kl3 

体 角閃{i
紐R IH貨茶色 淡貨掲色 ナデ 1 •I. 2 10.0 6.3 底部ナデ

ヘラナデ
ョコナデ
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第7表遺物観察表（5)

旧物 挿図 出 1•区 岱 胎 r. 色 必I 器 Ihiぶが 法は (ml

番サ 番サ
出i・. は 衿
遺構 H 混RIti 粒J•. 内lfli 外 1flj 内面 外lf1i l l if 器ぶi蚊割k ti fI; . 底it

89 3i SK13 1ft竹fi俎 淡iltU色
U色9,1'i;
Ir（は2り

9() 39 S KI•I 弥＇i：.I・・硲
!Hi 

黙ウンモ
徴粒 淡11l褐色 i.K!,I，し褐色 ヨコナデ ヨコナ・r

91 39 SK14 弥'1=1・.o
仕｛i.．1＼ウンモ

紐tt 淡1/il六色 没茶褐色 ハケII
4；色ほftI•9し

ナデ

92 7 ・I S K20 弥牛f笞
~{j 

！，I．＼ウンモ
徴粒 淡褐色 淡茶褐色 ナデ ナ・r

弥＇l'.U:i JHi、煎ウンモ ヨコナデ 指91.1J{

9:l 42 SK23 ＇勾ii: ，h：色陪化t・粒 淡！l¥褐色 淡．1,1，＼褐色 ・/・.,, 28.-1 

ヨコナ・r

94 42 S K23 弥＇t． I註
！と(i

．1.I，＼ウンモ
徴粒 淡4；員色 没4：貨色 ナデ ナ・r

S K38 
弥牛 I•石 IU6 

細R /it茶色 茶褐色
ナデ 9 ケヽII

95 15 

｀ .... 

角閃{i
35.8 

ヨコ＋デ ヨ：l.,.デ

弥牛1.t5 lt (i ヘラ1:ltナデ
へう IJし．クテ

96 ,15 S K38 細粒 淡1'4関色 賠，A：褐色 ナ・r 26,,1 
甕 角lWi ヨコナデ

ヨコ •I••r

S K38 
弥'tf••お (i英

紺粒 陪l'{l褐色 、＇l.＼茶褐色
ナデ JヽケII

97 45 
史 角閃(i は9』1がり

23.0 
はね1．がi)

弥牛1社
kii．角閃{i

紐tt98 45 SK38 
令ウンモ

,'il茶褐色 :.1．し茶褐色
ヨコナデ

ナ・，， 13.0 
ナデ

弥4:.-t・岱 長{i
ヨコヘラミガ

99 45 S K38 
涌 .'.I.Iウンモ

徴粒 淡褐色 針褐色 キ ナ・r

ナデ

弥中 I•• お !Hi. fり閃石
へう［lドロtデ

100 ~5 S K38 
哨 ＇『l¥ウンモ

伐粒 "1貨色 19liil色 ナデ へうIItクナナデ 26.8 

3コナヤ

IOI 45 S K38 
弥’ヤ．t・.召 lt(i、角閃（i

ぶt{; ．＇I＼ウンモ
徴粒 淡褐色 没1V!色 ミガキ

ヨコナデ

ミガキ
29.8 

弥’’:.I．．器 fi灸 徴粒 淡 ~l褐色 IYJ1V1色
ヘラナデ ハケII

102 •1 5 S K38 
ナデ ナ・r

弥'I=.t・.器 ~{i 
細粒 貨茶色 茶褐色

ナ・r ハケII
103 ~6 SK38 

史 角閃(i ヨコナデ
:l-1.6 

ヨコナデ

fi英、角閃H ナデ
9 ケヽII・記・r

11>1 16 SK38 弥牛 I•• お 紐粒 昭針褐色 8,1茶褐色 デii'iし I勺itl2.0ci:t
ウンモ ョコナデ

ョコナデ

105 46 S K38 弥牛 I・む
(j灸、！と(i

角閃｛i
紐粒 茶褐色 茶掲色 ヘラナデ

Jヽケ11/H デ

ナ・f‘
10.1 

106 S K38 
弥4:.I・・沿 k(i、角1刈石

小粒 淡間褐色 ，h：茶色 ナデ .,・デ46 

填^  開ウンモ
107 ~6 SK38 弥牛 I•お，

！Hi.角閃（i

!1，＼ウンモ
細9t 研貨茶色 19lill色 ヘラnしナデ クナナデ 底郎ナデ

砥石 淡HI'I色
1:l・と 14. 1 砂店

108 -l6 SK38 
9a.I. 2 頂は190q 

S K42 
I・．師岱 {j英

細粒 ＂浪色 淡iliJ-li.色
4；定―｝ili31ナデ

ヨコ •Iデ 12.8 3.-1 8. 5 底部へう切リ塁シ後ナデ109 48 M; ，h;色ほ化 1:tt ョコナデ

I:邸お k(i 
微粒 けlilt色 f9llf1色

1濱：｝jI;,11・テ’
ヨコ十デ 底椛ヘラ切’J塁シ損110 •1 8 S K~2 13.0 3.8 8.3 

り； 4；色ほftt:tt ョコナデ
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第8表遥物観察表 (6)

迅物 挿I~ Ill f:IK 器 胎 I・. 色 潤 器 I(li,.i,It; 法：It(rn) 

III I・・ Iii ぢ
番り・ 番サ in,Iii {{! 混fllH tU・ 内 1hi 外面 l’̀I Iii 外 Ifli 1_l it 器心j叫蚊k ilt t l : Jii;it 

S K-12 
I・，師器 (i英

細,.~ IJJj/1色 淡j/!•9f；色
が定Ji1;,1-Iデ

ヨコ •9••デ l:!.8 3.1 8.2 J』も糾 へうU},"’シI支・トデIll ,18 
i I; 赤色tit1:I:. ヨコナデ

I・・話器 !K {i 
徴,~. ＂訊色 19横色

1速JiIi9]・ナ・ア
ヨコ・t・・r 13.3 3.i 8.i h豆部へうり｝＇＂ 9シiたナデ1 12 18 S K-12 

11: 赤色ほIt1••9t ヨコナデ

113 

＂ 
S KI•I ・I：師料 intと IJJ1Vi色 り1貨色 ナデ .,.デ 15.2 

iii.,ど．器 4勺t}jI;,1ナ・r
[u]転へうケズ

11・1 50 S KI? 徴R もKI！沌色 村II追色
’’ 

1 •I. 6 
必 [lil 十応l コ・｝•デ

[Il]+£ ヨ：J•,..f'

刊，｝・f・ ・定）i
底部 Iヽ1J＋ぷ卸｝リ餃肘，＂・ナデ

115 5() S Kl7 .,••師器 i{ {i 微tt i;}ilt浪柑色 淡赤黄色 1i,)・,..デ (111+／；ョコ•t· •f‘ 1 3. •I 3.9 10.0 
ii1シ

［りl令点9コナ・ア

弥牛土器 石英
へう1..lしによるナ

116 :,2 S K-18 紺rt か茶色 赤茶色 ョコ・rデ デ・ヘうitrJu:
遥 角l刈{i

よる滋g

ヨコ・rデ

I Ii 52 S K~8 
弥'ti:笞 ！Hi 

徴9t 淡貨l'I色 淡黄1'.1色 ヨコ・トデ ヨコ・i•テ’

“^ ` 角閃{i
118 5・ I S K,19 

弥生•I：器
烈ウンモ 徴It 1り1貨茶色 99l貨茶色 ヨコナデ ヨコ •9••ア 30.0 

“.,._ ̀  
119 5,¥ SK・19

弥牝•I：器 ！！．＼ウンモ
紺tt i£if（褐色 淡貨褐色 ヨコ •I••ア

ハ'rII

克 赤色ほitt:9;( ョコ・t・・r

12() :ii S K-19 
弥It •I：器 !Hi 

徴R ＂屈色 191赤黄色 ヨコナデ
へう「I し•/··,'

26.8 
壺 ！9,＼ウンモ ヨコ •I• テ‘

弥生 •I：器 li英
3条のポクン へう l.ltによる

121 51 S K49 
壼 烈ウンモ

小R. 191¥1茶色 淡貨褐色 itif・文 rli.1•r49、のミがキ ・1・1.0 

ョコナデ llill:.li（ありヤデ

3コナデ十デ

弥＇F.l:ii ！と(i
ハケIIタ・,.)j

122 51 S K-19 
売 黙ウンモ

徴R 淡貨褐色 決煎褐色 ヨコナデ I iII 21.8 

ヨコ・t・・,'

123 5,1 S K•I!) 
弥生•I：器 長{i

紐Itt 淡貨茶色 淡貨茶色
ナデ ・J・・i' 

磁ム 開ウンモ ヨコ・トデ ヨコ•,..,,

12・1 5,1 S K-19 
弥生 •Iー．器 Iと{i

徴t!. 決茶褐色 淡茶褐色 ヨコ・}-デ ヨコ・rデ
虫』•)・ 阻ウンモ

125 51 SK19 弥＇t+．器 lと{i r.t9t 決｛［色 淡iii色 ナデ •l• デ

126 51 SK・19弥'ti:註
{i免illl)、J{i

紺R 191ih色 淡貨色 ナデ ・/・・r 18.6 
赤色ほft1..It

弥＇t・I：器 !Hi 
ヘラ r.lしによ ク・r}iIiJへう l:

12i 51 S KI!) 

“ .... ̀  角閃{j 小,~ l91茶色 淡煎褐色 るクテナデ ！！によるナデ 21.0 

ヨコナデ ヨ：r,.デ

弥生•I：器 打英． !Hi
指IE痕

128 51 SK49 
磁』 ！9.＼ウンモ

小tt i反貨色 Iりl貨赤色 ナ・ア :I :1.,..r 

ョコナ・ア

12!1 5,1 SK』9
弥＇1,:1:器 {i英

紺rt 淡Iii色 淡黄色 1• デ ヨコ・J・・r
史 ！！．＼ウンモ

弥生1：器 !Hi 
ヨコナ・ア ナ・r

130 51 S K •19 
壷 黙ウンモ

紺It. 199賣色 IJI赤伯色

弥＇KI：笞 ！Hi ヨコナデ ナ・r

131 51 S K,19壼 閑ウンモ 紺R IJJ赤侑色 191赤貨色 十デ
弥＇1:.:1：器 1と1i.(i炎 .,.デ ハケII

1 32 :・ 9 • ;9 S K,19翌 烈ウンモ 紐Itt 淡Viiu色 淡貨赤色 ヨコナデ ヨコナテ＇ 9.6 

弥If.I：器 kH. fIll刈{i 指IE痕 ヨコ・J••デ

13:l 55 SK-I!) 店i{; 黙ウンモ 小粒 lりl赤iii色 Iり1赤黄色 ・J・デ

ヨコ・｝•デ
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第9表遥物観察表（7)

逍物1,p[:tl Ill l:IK 器 胎 I: 色 謂 器 lhi,.11lt; 法：1((cm)

番り・ 番サ
III I•• iiii >;・ 
iii I杓 種 混fIItJ tt.(• 11..1 mi 外 Iii 内 lii 外 lfli I lit 器出j叫虻）こ茄1f 底it

1:11 55 S K-19 
弥生i：器 iaifり1り(i

徴粒 淡茶掲色 汲i~褐色
l8頚逝・? 開ウンモ

ナ・デ ナ・ア 6. 8 

艮{i.fllWi 
指rm

135 a..a .” S KI9 弥＇i:．1:器
黙ウンモ

r.tl( 淡4；茶色 19l赤Vi色 ヨコナ・r II.I 

ヨコナデ

136 55 S K-19 
弥＇1:．1：器 長F

徴rt f91i/l’f..色 淡赤茶色 ミガキ ミガキ /)t部 ミガキ
r"1汲it 角閃{i

13.8 

{i英、iafi
ナデ

1 37 55 S K-19 弥'1:.1：器
閲ウンモ

小t~ 淡貨色 淡貨1'.1色 （ヘラI..Jし．Ii{ ク-r・I寸‘ 5.0 /I'!'.:il; -J・・；‘ (へ'i1:JU/p・11J 
ア11)

I胡 55 S K49 弥生・I：器
Iそ石

徴tt 淡貨茶色 淡茶褐色
ヘラ I..!t •r·r ヘぅ r.l し•/·デ

底蔀 •,..r 
角閃n

139 ・:n • S K-19 弥＇tt器
艮6

細tt 淡＇I＼褐色 淡貨褐色
開ウンモ

ナデ ナデ 6.6 

1-10 55 S K-19 
弥'I叶：器 石哭．長6

徴9t 淡,k:出色 淡赤褐色 ナデ ナ・r 6.1 底蔀 1寸’
ヰ.... 開ウンモ

1・11 55 SK,19 弥’’,・1：器
長1i

小tt 汲茶掲色 淡赤褐色 ナデ ヨコ・｝••r 5.6 底部・t-・r
黙ウンモ

1-12 55 SK・19弥＇I(I：器
石英，iui

細粒
角閃(i

淡1111・1色 淡貨1'.1色 ナデ ヨ：J.,..,, 6.3 底部 ·}•デ

弥＇F.I：器 艮(i.fり閃{j ナデ
ク・テ}jfi1JIヽケ

1-13 a．． ヽ S K50 
史 黙ウンモ

紺tt 淡li褐色 赤茶色 II a.2 
ョコナデ

ョコ・rデ

1,1,1 :,一^、s k50 弥＇l'.:I：器 ！｛石 徴R. 淡負色 淡赤茶色 ナデ ナデ

｀ .... 

黒ウンモ

1 •I5 59 S K51 
弥4:．：I：器

角閃li IIlit 貨1引色 淡茶！！．＼色 ヨコナデ ヨコ 1• テ‘ 30.6 

｀ .... 

1,16 59 S K51 
弥＇t.I：器

砂w. 貨1'1色 iii 1'.1色 ヨコナデ ヨコ•,..,, 1:1.0 
“』し‘ 

弥'1:•I：器 Ia" 
紺tt IJJ貨色 lPIiIiI‘1色

ナデ
ヨコ •9· •f‘ 1,17 59 S K51 

“≫し̀  黙ウンモ ヨコナ・r
2:i.2 

S K51 
弥＇!,・I:＿怪 !a石` 角r4(i

紺R 191i1,l色 明貨I'I色 ヨコナデ ヨコ・r・i’ 32.0 1 •18 59 
店i{; 阻ウンモ

弥＇f.i：器
！Hi.角閃（i

＋デ
ハケII

1 •1 9 61 S K52 黙ウンモ 紺tt 淡iIl色 IJl io'i色 ナデ 6.9 16.2 15.G ,I. 9 
小涌

赤色依化i:tt
ヨコナデ

ヨコ •I· •i‘ 

弥’f.•I··壮 ！と1i.Iりl}.J{ i 
ヘラT.1しタテナデ

150 61 S K52 徴tt. I!lili色 lり1黄色 へうI:Iしヨコナヂ ・/・・,' li.O 
紺t 開ウンモ

ナデ

弥'F.I:器
!Hi、角l刃{j

細tt. 1り1貨色
lり1it色 ナデ

ミ・lfキ タト1hi朱をif!布する151 61 S K52 
黙ウンモ （暗'A':色） ヘラ—}•テ‘

152 61 S K52 
弥t1・．器 lai 

徴9t 淡it褐色 淡ih褐色 ヨコナデ ヨコ・r・r :U). i) 
＂悦汲if.: 角1刃石

153 61 S K52 弥'I'.I•• 荏
6英．長{i

91 •R 淡li1色 IJI赤貨色 ナデ ク・r•9··r 成蔀 ・ナ・r
黙ウンモ

弥’ヤ・•I：器 長{f.f「Jl}"i ナデ
ク・テJilhJハケ

151 61 S K52 細it 淡貨茶色 淡iii茶色 II 18.0 
虫.... 閑ウンモ ヨコナデ

ヨ：］・J・デ

弥り：:・f:器 艮6` 角閃H
微t~ l~l ili色 淡貨褐色

ナテ’ クテ・l・ •f' 
15:i 61 S K52 

翌 黙ウンモ ヨコナデ ヨコ・l••f’
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第10表遥物観察表 (8)

遺物 l1P111 IIi l:l4 器 胎 t・ 色 潟 器面戊仔 法は（9,,,）

Ill I・. 協 ぢ
爵り・ 番り・

迅，＂ 種 混fII材 粒 r・ 内 l(li 外 1{1i I’‘l ilfi 外 lhi l l tt 器，：'.:j糾ft底径

弥’,,.,..器 長{i、角I叩i
紺9t 淡iH褐色 1,1,~消色

ヨコナデ
156 61 s k52 ナデ 10.4 ｀ ≫し

関ウンモ ナデ

S K52 
5Vi'. I・.器 長6

R9し 没褐色 淡出色 ナデ ナデ 5.0 15i 61 
虞』亀• ．閃ウンモ

158 61 S K52 
弥’I汁．器 長石．角InTi

賓≫し 間ウンモ
小It 1•K.,I，＼閲色 りl.h浙色 ナデ ョコナデ 6.2 

弥牛I．．器
ヨコハケII

159 63 S K5:l HI tt IVし1釘色 IVし19色 ヨコナデ タテJil:llハ'rII ,11.6 

“≫ ` ヨコ・ヤデ

160 63 S K:i3 
弥't.I・．器

6英 徴tt 淡茶褐色 淡茶色 ョコナデ llガラ天!Ji
虫≫ 

161 65 S K5,l 
弥'l=.i’．器

石英 小,:-. 1911yt色 淡員1'I色 クテ方向ナデ タテJiIiI]9ヽケ •I. 9 
壷

弥＇1:．I:器 長石
小,~ 'か茶色 ，h;茶色

ナデ クテナデ
162 65 S K5~ 10.-1 

硲iI; 角閃{i ヨコナデ ョコナデ

S K5i 
弥'1寸．器 長打

日ti 没貨茶色 没褐色
ナデ ハケII

163 6i 

｀ ^ 

角閃{i ヨコナデ ヨコナデ

S K5i 
弥'1=.t：器 長{i、角閃{i

徴It 茶褐色 茶褐色
ナデ ハヶn

1 6・ I 67 
完 煎ウンモ

13.li 
ヨコナデ ョコナ・ア

165 67 S K57 弥11=.t：器
長{i

小tt 赤茶色 4；茶色 ナデ ナデ
角閃{i

S K58 
弥'I=.I．器 長H、角閃{i

小It 決茶褐色 淡茶褐色
ナデ ナデ

l＆郎 ヘラ I..Jしナ・デ166 

＂ 虞.... 赤色債化 I•• 粒
26.6 3 1. 5 6.0 

ヨコナデ ヨコナデ

l6i i,I S K58 ii井．t．器
長石．fi英

小9: I914；茶色 "14茶色 ナテ' ナデ
里ウンモ

168 7 1 S K60 
弥牛．i・沿

砂9:
・i! 

ik!!i色 4柑色 ナデ ナデ 12.2 

16!) 69 S K61 
弥'I=.I．器 長石．角閃[i

紺9t fPilVi色 淡ll茶色 ナデ
ハケII

寧.... 黙ウンモ ナデ
30.2 

170 78 
l'I形9il困器

徴粒 淡iI1&K色 i炎i/i糸i色 圃転ヨコナデ 圃ゎョコ•,.デ
溝退11%

5.8 

}i形9il加t．器
ナデ ヘラ削

Iii 81 
溝退Iiiと

徴砂 Iパ．＇，I•',色 ,K!!.i色 圃転ヨコナデ ')後へうナデ 16. i 3.5 

粒 囮ゎョコナデ

1 72 
Ji形Iili・的註

徴砂 貨付色 貨朽色 [a)トヨコナデ
ナデ

81 
溝遺構 と 囮♦：：ョコナデ

19.・1 2.9 

9i 

Jj形~l れざ．器
へう切',/Iシ仕

li3 81 
溝遺,~ 五

R 砂 ,K色 NI天色 回転ヨコナデ 目し．ョコナデ 1 5. 8 3.1 

粒 圃転ヨコナデ

17•1 81 
Ji形If.IH活器

砂,~ 貨11色 貨I'I色
一定Ji向ナデ

圃會：；ョコナ・ア
溝退IIJ llll ? 圃転ヨコナデ

16.0 2.6 

}j形lil
須．屯器 徴砂粒 4漬Mirt,lナデ ナデ

175 81 
溝迅1鼻
li. 灰 I'l ,KI'I色 ョコ・J-デ ヘラナデ 15.2 :i.o 

色 ョコナデ

}i形IM I・・閾荏
H．トチI司令：；ナ ヘラ T.)M違：

176 81 
溝迅情 悦

砂9t 員柑色 貨柑色 デ 方(i1Jナデ 15.2 5.1 

圃転ヨコ＋デ 圃令：；ョコナデ

}i形周 須．ゼ．註
囮転ヨコナデ 圃トヨコナデ

177 81 
溝退19 ＆ 

ほ砂 hlk色 hlk色 後イ；定方向ナ

9t テ＇
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第11表遥物観察表（9)

遺物 挿t~l 出1：区 器 胎 t・ 色 渇 岱 lrli』仔 法~((.-,.)

番り・ 爵サ
IIi t・・ 伯 名・
遺構 怜 混fIIt4’ ＇し11 内 1hi 外面i 内血 外 Ihi LI if.. 器岱 引hi)<i)i f I: liOt. 

}i形じl須恵器 ナデ
[.:Iり：ナデヘラ

li8 81 
溝遺構 と

徴,~ 付灰色 廿灰色 UJ’1自シit＇ヽぅ＋ 14.S 1. 9 
[uJ+:疇 1 コ•/·.,,

十

[11]|：．ョコナデ

方形周 1．的器 1i英
徴粒 針褐色 貨褐色

ナ・r
底沿； ナデli9 81 清退II¥杯 金ウンモ

[9llトヨコ・ト・r 1・1.3 4. 2 
[nit；，ヨコ·/•デ

}j形1,1 煩．屯器
へう IJ！による

ヘウ11lll)
180 81 

清il'I構 と
閃砂 村9犬色 廿lk色 が定Ji1;,l•9••r 13.3 3.3 

ナ・r
粒 ナデ

}j形周 t師器
砂9t 員111色 貨付色

ナ・r
luI十：．ヨコナデ 咲部へ←iUJリ塁シ181 81 

溝遺情 財 blt：；ヨコ・/・・i' 
13.3 3.3 り．7

182 81 
ガ形itl須恵器

徴t: 斤9天色 が天色
feH・チ・トデ

ヨコ・ナデ 12.:! I. 6 1』.t,it へぅUJリ塁シ
溝退構 if：身

9. 3 
ヨコ・ナ・r

Jj形周 ぼ5器
徴砂 貨付色 針杓色 圃♦ぷI コ •I· •r Iul+：・ココ・ナ・デ 2.9 h,t部 [nJ ♦:;ヘラ切＇）雌シ ナデ183 81 

溝退構 身
9.8 

粒

弥't•I·岱 長{i、 fり閃{i
・/・ ・i' ハケ II ・部ナ

p I t 
紺,~ i/t褐色 暗針褐色 指111/{ 切i'iシ 3 1. 6 18,l 82 

填.... 金ウンモ107 
ヨコナ・i’ :lコナデ

弥生t．岩 長｛i.角閃{i
IヽケII

Pi I 
紐,~ ll;h'i(料色 赤褐色 ヨコナデ 6.11 185 82 

IOi 虞.... 全ウンモ
指I白［｛

石器 淡貨H色
けt;

I邸 &3 A地区
If心l(H)J 

187 8・1 C地ri. 行毀 !.1・＼曜{i

'..1.¥B&'. {i 
l郎 S.l G地区 石倣

,t id• 2,l 

第12表石器観察表

遺物 挿図 出土 種類 法 ht 協 考

番サ 番号 逍構 長さ 幅 It/.さ

SOI 75 S K03 26.0 11.8 令体にけ痕 角に般打痕あり

S 1103 石1111

S02 75 SK 15 砥石？ 18.5 r ．）．`r ） 7.0 磨痕が}<ifiiに残る

S03 75 S K23 打製石鍬 19.0 12.0 2.0 撥形を成す

S04 75 S K49 8t6 15.3 8.8 5.5 磨痕あり •剖itこ枯ifr根
S05 76 S K5l 布石 15.0 8.0 、I.3 磨痕が一杵しい

S06 76 S K49 fi llll 25.8 27.0 7. 2 

S07 76 S HOI 1仔石 11. 5 8.0 423 全面使川

SO8 76 S HO! lf5石 11. 0 10.0 •ー) ・`r;） 布痕が全1hiに残る {ilMi? 

S09 76 S H03 fillll 5.7 衷i<に磨痕 —•部に被然を受ける

S IO 76 S I109 凹石 l0.3 9.6 6.0 故打痕が衷｝くにあり

S 11 76 S H09 1111石 11.0 9.0 4.1 衷表の中心にん［打痕 側Ihiはl仔痕

S 12 76 S H09 1仔石 16.9 1:3.0 :”).. ,3 • 一面に敲打痕あり

S13 76 S 1-109 lgri 12.8 11.0 2. :3 
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第N章 まとめと考察

第 1節まとめ

今皿の調礼汁こよって、城南辿跡では弥生時代中期から中ill：にまで及ぶ躯落と墓域の痕跡を確認す

ることができた。この内、古柑時代はこの場所で生活をおこなった痕跡は見当たらなかった。さら

に、各時代の遺構は連綿として永続的に紺続されたものではなく、それぞれの時期に短期的に使m
されたものと思われる。弥生時代以外の遺構については祭祠的なものや硲であり、生活の場として

は使lIlされていない。今回の調1f.で確認できた遺構・遺物を大まかに時期区分すると I~V期に分

類することができ、これについてそれぞれ検討を加えたい。

I期弥生時代中期 S H 02 • S H 03 • S H 09 

S K 03 • S K 13 • S K 23 • S K 38 • S K 48 • S K 49 • S K 50 

S K 51 • S K 52 • S K 53 • S K 54 • S K 57 • S K 61 

n期弥生時代後期 S HOl 

lulOl 飛鳥時代～奈良時代 S D01 ・方形周溝遺構

IVlOl 平安時代前期 S K42 

Vl01 鎌倉時代 S K47 

I期弥生時代中期

須玖 I式に併行とする「く」の字I]緑と鋤先口縁壷の特徴を持つ土器が見られる。したがって、

土器の年代を中期の後半から末に考えたい。この時期に比定できる追構は調査区西側に巣中してい

る。この内、住居跡については SH 02 • S H 03 • S H 09がこれにあたる。平面形はいずれも円形で

あり、規模は直径5~6mである。中心にはいずれも楕円形の土城を持っており、灰溜めのものと

息われる。それと長方形の照穴逍構である SHlOがあるが、これは弥生時代中期後葉の SK54に切

られており、時期はこれよりもさかのぽるが、周囲の状況からすれば、中期の所産と推測される。

しかし、住居跡とするには1J:l形の住屈跡に比べてかなり小型であるため、一般に生活するための住

居ではないと思われる。

：l:.器以外の遺物には煤具に{i包「とh鎌、狩猟具に磨製石鏃、調理具では、石fill.磨石・敲イi.

lりlfi等である。磨製石鏃はいずれも無茎三角式であり、碁部のへこみは頻著に見られない。

II期弥生時代後期

この時期に該当する遺構は中期に比べ減少する。住居跡では SHOlのみであり、円形のプランで

ある。甕のIこ1縁の外反疫とやや平］氏が残る形態からして後期後策の時期が考えられよう。
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皿期 飛鳥時代～奈良時代

この時期に相当する追構はSDOIと方形周溝遺構がこれに‘りたる。そのため、生泊追構は一切見

当たらない。 SDOIは埋土の状況やその場所に溝としての役割が必要としない地形に位置している

ことから、これを道路状遺構として取り扱うのが睾ましいと考えられる。遺物は少なく須恵器の長

頸壷の口頸部が見られるに過ぎない。頸部の厚さと延びの状態から 8世紀1iij平代(|淘邑W型式 l段

階を前後する時期）に想定される。

方形周溝遺構では、須恵器の蓋と蒻 IJili器の蓋と杯が出I:している。これらの逍物からやはり

8 |Ii•紀前半代（ I淘邑 IV 片！！式 l 段階を前後する時期）に押さえられる。こうしたことから S DOIと）i

形周溝遺構は共存していたことが考えられる。したがって、及｝jの関係から道路状逍構が方形｝古］溝

逍構に通じる施設の可能性があるのもと言えよう。

N期平安時代前期

この時期に相：りする追構は SK42であるが、これ以外に逍構は見当たらない。この SK42の遺構

は、木棺を主体部とした埋葬施設の・,i［能性が非常に高い。その理由を遺物の出1：状況から説明した

い。ひとつが、土城の西側から出土した 2枚のJ:.師器の杯（110• 112)であり、 2枚の杯が煎ねら

れ、垂直に立った状態で検出したものである。この土器は破損を免れており、 1••り船の最下部の堆積

Kサと：l:.質が異なっていることから、この 2枚の杯が埋葬時から現位置を動いていないことが言える。

こうした逍物の出土状況を考えるならば、この 2枚の杯をある物に立て掛けたと考えるのが妥当で

あろう。それが発掘時にその痕跡が見％たらないことから、これを木製の板とする以外に考えるこ

とはできない。一方、東側に伏せられた 2枚の杯(109・111)は土城の最・ード）汁と同一層にある。し

たがって東側の 2枚の杯は木製の板の内側にあったことがIVJ1~1 であり、なおかつ堆積の状態は自然

に堆積していることから、ある時期まで木製の板の内側に空Illlがあったとすることができよう。し

たがって、この土城の中に木棺を狸設したものとすることができ、木棺の長さは堆梢1刀．の状態と逍

物の位置から長さ1.6~1.7mであったものと想定することができる。

なお、年代について1：師器を見ると、大きく 2タイプの杯 (l09 • 111と110• 112)が見られる。

及方共に、内外ifliは回転ヨコナデ、底部は皿転ヘラ切り離しを行いその後ナデを施すものとそのま

まのままがある。よって、イ本部にはヘラミガキが見られず、底部の処理に回転ヘラケズリはおこな

われていない。

これらの杯と盟後国分寺跡のSK04IILI:の一・括遺物とを比較してみると、外J又疫は国分寺の杯の

方が大きく、さらにヘラミガキが見られる。こうした器形や調整の特徴から城1tHI＼一l:.の杯の方が新

しい様相が見られる。この豊後国分寺のSK04からは墨ltで「尼 尼寺 犬長 9年」と書かれた杯

が出土していることから、天長9年（832年）よりも下ることになる。

また、その下限については、宇佐宮弥勒寺のSK2に器形・調整が類似するものの、 SK42より

明らかに後出のものと考えられる。その他に安岐町の久*以徳遺跡における SK8・SK9・SK

10ll＼土土器に比べSK42よりは後出するものである。なお、‘j・：佐宮弥勒寺の SK5 ll¥ Iこ土器の器形・

調整からはかけ離れており、 10枇紀に人らないものである。
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以上のようなことからして、その下限は 9世紀後半から末を中心とする時期に置かれよう。

V期鎌倉時代

この時期の遺構としてはSK47のみが該当する。平面が隅丸方形を呈する土城墓であり、方形周

溝遺構の溝の部分に造られている。このため、周溝遺構の遺物である須恵器が埋土に混在していい

たが、純枠にこの遺構に伴う遺物は糸切り底の杯が 1点のみであった。出土状態を見ると意図的に

杯を衷返した状態で埋納したものと考えられる。

第2節竪穴住居跡について

今回の調査によって検出された弥生時代の竪穴住居跡は円形が4軒、方形が3軒であり、それ以

外に不明の遺構も見られる。その大半の遺構は弥生時代中期中葉から後葉に属し、 SHOlのみ弥生

時代後期後葉に属している。

平面形態は円形がやや多いが、方形のものは概して小型であり、住居として使用されたものかは

定かではない。方形の柱穴はいずれも 2本を基本としているようである。一方、円形の住居跡は直

径 5~6mでありほぼ規校は同一である。柱穴はSH03とSH09が4本、 SH02が4本に 2本の補助

柱が付屎する。そしてSHOlは6本の柱が円形に巡る配列を成す。こうしたことから、次第に柱の

穴の数が時期と共に増加する傾向にあるようだ。土城は、隅丸長方形、楕円形を呈し、内部に焼土

と炭化物が流れ込んでいる。弥生時代後期のSHOlのみが中心から少し南にずれた位置に土城が付

設し、それ以外の弥生時代中期に城するものは中心に掘られている。その他の付属施設として、竪

穴の壁に壁溝が有るものは、 SHOlのみである。

以上からすれば、住居の形は基本的には中期から後期まで円形であることがいえる。そして方形

は小型のみが作られ、住居としては小規模であることから、その付属施設ともいえよう。住居跡の

規模は時期を通じて増減は頻著に認められないが、柱穴配列とその数や土城の位骰が中期と後期で

は異なる様相を見せる。

第3節 sD 0 8に見られる土坑列について

S D08bの円形の浅い掘る込みは、直径20-25crn、深さ10~15cmの大きさを有し、それが60cmお

きに15ケ所の穴を確認したものであった。遺構の性格としては掘り込みが浅いことや斜面に見られ

ることから柱穴や柵列の可能性は低い。

宮崎県における類例をまとめると次ぎのようになる。それらの特徴には、溝状逍構が直線的に伸

びるものや曲線的に伸びるものが見られる。浅い掘り込みには、円形・方形・楕円形など一様では

ない。また、 SD08のように両側に溝状遺構を伴うものとないものとがある。そして追構について

は、道路状遺構もしくは道の基礎を行うために掘られた穴、さらに重い荷物を述搬するために設置

された木馬道等の性格が考えられている。
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こうした類例を基にSD08の遺構の性格付けをおこなえば、道に関連した施設と考えるのが妥当

であると思われる。そしてSD08の位骰する場所が東下がりの傾斜した場所にあり、谷間から上がっ

ていく所としては紋良のコースを選んでいることから示唆して、斜面を登りやすくするために設け

られた施設の跡と見ることができよう。

第4節 方形・円形周溝遺構について

まず、遺構の名称をここでは方形周溝逍構と円形周溝辿構としている理由から説明したい。方形

周溝遺構は、弥生時代から古墳時代初めにかけて盛んに造られた方形周溝硲と形態が類似している。

しかし、城南遺跡での選構は、明らかに埋非施設が確認されなかったこと、方形周溝墓のように躯

団墓の性格を持ち合わせていないこと、墳幕の形状（特に溝の掘り方の形状）や周溝の規模が異なっ

ていることから、方形周溝墓と同質のものではなく、さらに方形周溝募が消滅した時期に相当する
151 

ことから、この猫制の延長上のものとは言いがたい。よって、方形周溝募と対比する語として方形

周溝逍構と呼称した。また、円形周溝遺構もここでは同じような考えで使いたい。

ここで城南遺跡の方形周溝遺構および円形周溝遺構について改めて整理しておく。

・方形周溝退構

出土遥物…周囲の溝の中より須恵器の悩・椀、土師器の益・杯が1・数点出：I:しており、須恵器と

土師器の割合は須恵器の方が若干多い。他には弥生土器が流れ込んでいる以外、逍物は見られない。

出土状況は東側に破砕されたものが多く見られた外、完形品のものも数、1!i見られた。

構築年代…土器の時期は形態的特徴より 8世紀前半代に収まると思われる。その出土地点は殆ど

のものが溝の床面からやや浮いた位i代にあるが、堆積状況から構築してから土器が混入するまでに

は大きな時間の I~椅たりは見られない。

平面形態・規模…平面形は一辺12mの方形を成し、正方形を意識した、企画性のある形状である。

立面形態・溝…遺構の西側には弥生時代の住居跡 (SH02)が見られるが、し陪lHiは殆ど残ってお

らず後世の削平が若しかったことを物語っている。したがって、この方形周溝辿構においても、 1こ・

面はかなり削られていることが窺われる。溝の堆梢1汁を観察すると、内側からの流れ込み堆梢1-・.IM

が見られることから、構築当初には、溝の内側に盛土があったものと考えられ、溝の掘削土を内側

に盛ったものと思われる。しかしながら盛土は、古墳のように高い墳丘を有しているのであれば残っ

ている可能性が蒻かったであろうし、溝の壁面が平均50゚ を越え、最大傾斜が70゚ を有することから

裔く盛ることは不可能であろう。そうしたことから盛上のはjさは高塚瑣に見られるように高くなく、

構築には、平面企画に主眼が置かれていたものと考えられる。

付属施設…逍構の東南側の溝に床面よりやや高くした幅40cmの陸橋部を造りだしている。溝の深

さは最も深い所で70cmあり、削平前であれば 1mを越えるであろう。また、内側の盛士を考えれば、

比甜差はさらに広がり、内側に入るための施設が必要であったと言える。

また、遺構の中央には不整形の浅い土城が見られるが、方形周溝遺構に伴うものか調査では判断
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できなかった。その他に柱穴などの建物跡の痕跡は見あたらない。

なお、方形周溝逍構の南側には須恵器を伴う溝状逍構が東西方向に走っており、これがガ形｝占］溝

辿構に関連した施設ではないかと思われる。須恵器を伴う逍構が方形周溝遺構以外に見られないこ

とや地形からすれば溝の役割は考えられず、切り通しの道路になるものと想定される。

•円形周溝遥構

出土退物…遺構に伴う逍物が出土しておらず時期も不明。

平面形態・規模…平I(ii形は直径 7mの円形を成し、整った形である。

立面形態・溝…遺構全体は削平されているが、溝の幅が狭いことから、復元しても溝の規校は大

きいものではない。また、溝の内側には培丘が見られないが、仮に土を盛ったとしてもif:jくなかっ

たであろう。

付属施設…遺構の中心に不整形の浅い土城がみられるが、調在では円形周溝遺構に伴うかものか

判断できなかった。また、柱穴等が見られるものの、規則性のあるものや建物跡にはならない。

上iしのことから共通する要索として次のようなことがいえる。

．V．面形では高い盛土をおこなわず、それとは対象に平面形は精緻な企画により区画を星している。
・溝の内側には建物が建てられた可能性はない。ただ、中心に土城があることから埋ク閲施設等の可

能性がある。

それでは、他地域に同じような事例を探すと、県内や九州において類例はあまり見られないが、

関東周辺ではこれまで多くの類例が発見されている。

この地域の概要をまとめると以ドの通りである。

l、分布

佐倉•印廂沼ifi枠の猟島川・新川流域と •T・策貼東南部村田川流域に 100例以．tが分布して

いる。

さらに、福島貼を除く東北各限にも見られる。

2、時期

古墳時代後半 (6ilt紀中策頃）から歴史時代 (9|II••紀 1iii半頃）

3、平面形態・規模

・方形 平面形は97％が正方形を成す。

規模は大刑で辺13~15m、小型で一辺 3mを成し、平均では一辺 5~7  mである。

・円形 小型のものは直径4.5mである。

4 、{f•OO形態・溝

・盛土 立体面を強調しているというより周溝の平liiを強調することにt眼をi~1~ いている。

・溝 壁面は鋭角に掘り込まれており、堆梢土は自然堆積状況を成しているのがほとんど

である。

5、埋葬施設

・直葬土城…火作・木棺直クト
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•横穴式石室類似…板材で玄室を構築（石材の使用はない）

・地下式城類似…方形の竪坑を掘り込み、隅丸方形の玄室を造る。また、周溝から長く張り

出した前庭部の中に竪坑を掘り込む。

・有天井土城・・中心位置に木棺直非上城を持ち、また、 1月溝内にイi天井土城を設ける。

6、歴史的意義

古墳時代後期から歴史時代における、明確な形状でのJ!lt~~i：．体およびマウンドを辿存し

ない方形ないし円形状の溝からなる項募的辿構である。後期群巣墳の群構成を踏襲しなが

らそれに継統して築かれ続けたものであろう。

このように、方形周溝逍構や円形周溝逍構が地域を異にしながらも類似した事例があることを考

えれば、さらに広い範囲で確認されるものと思われる。こうした遠隔の地に方形や円形に溝が巡る

逍構が見られることから、畿内においても類似した遺構を見いだすことができるに述いない。仮に

類似例がなければ、畿内で祖形となりうる方培や方形周溝募等が周辺部に伝播し展開されたとも考

えられよう。

以 1このことからこの逍構の性格を考えてみたい。

(1)平面の企画を意識し墳丘を高く持たない造幕形態であること。この場合、埋葬施設は削平さ

れてしまったものと考えられよう。

ただし、奈良時代の培幕になることから脱史的・地理的背娯を考應すれば、この地域の俗庸llに対

する概念を変えなければならないであろう。

(2)祭坑を意識した祭祀的遺構が考えられよう。円形周溝遺構のすぐ東側にはSB01 • 02の2棟

の総柱の掘立柱建物が並んでおり、祭祀において使用された可能性がある。

この場合、出．一I：辿物の中に高杯•長頸iltなど祭祀的色合いのものは見られない。また、ー）i形周溝

遺構では溝の造りが大きく綿密な企画の桔に行われていることから、ただ単に祭祀遺構として取り

扱っていいものか疑間である。

(3) 中世・・近他の時期に平面が方形もしくは1リ形状の塚が各地で見られており、これらは民間信

仰的要因に基づいて構架されたものと考えられている。よって、こうした事例も考慮する必要もあ

ろう。

|→．記に 3例の遺構の性格を挙げたが、現段階ではそれが古坑時代の坑募の系譜を引くものか、神

道や仏教による祭祀的な辿構を引くものか、またはそれ以外のものかは判断できないが、今後、比

較検討すればその源流が見えてくるであろう、

妓後に私的な考えではあるが、今回発見の奈良時代の方形周溝遺構を梢墓とすれば、それ以前に

造営された古宮古堺との関係も指摘できよう。追構の大きさは、占宮古墳が一辺l2ml1り方の方梢を

成し傾斜地に造募しており、方形周溝迅構も・辺12m四方の区画をイiする点からすれば非常に規模

が近似している。また、立地場所は及方共に台地上の南斜面にあり、川を見下ろす位骰にある。さ

らに、この時期の瑣煤形態からすれば、畿内における終末期の方用とのつながりも考えなければな

らない。とすれば、被葬者を「H本書紀」）く武犬泉の条に登場し、 1:Iドの乱で活踊した「大分村恵
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尺・稚臣」を指摘することができよう。恵尺は天武 4年（675年）に死去し「外小紫位」の位を頂

いている。一方、椎臣の方は天武 8年 (679年）に死去し「外小錦上位」を頂いている。恵尺につ

いては古宮古墳の被葬者として指摘されてい名ところであり、その位からすれば、薄葬令の規定に

おいて柑丘を築くことのできる身分として矛盾するものではない。だとすれば、この時期に方形状

の墓を造れるとすれば中央と結び付いた人物を考える必要があり、方形周溝遺構の被葬者に椎臣を

あてることも可能であろう。稚臣の位からすれば、り1丘を築くことができない身分となっているが、

薄葬令の規定通りに構築されたものかは疑問であり、前述したように方形周溝逍構に墳丘を甜く構

築していないとすれば、規制されなかったであろう。ただ、没年代が 7世紀後半であることから、

須恵器の所産年代とやや隔たりがあるが、埋非施設からの出土でないことを考慮すれば、可能性は

高まるであろう。

他に被非者としては考えられるのは、遺跡に近接して 8世紀初期に相当する複弁十葉軒丸瓦が出

土した永典寺に関係した人物が挙げられよう。ここの場所は古代寺院として、この地方の有力在地

首長の氏寺的なものが考えられており、また、この地方に君臨した大分国造の拠点をこの付近に想

定しているところでもある。こうした場所からすれば、そうした有力者の存在も考慮する必要もあ

ろう。

いずれにせよ、遺構の性格を解明し時期と地域によって差異が見られるものかを明解にすること

が今後の課題になろう。
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図版1
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図版3
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図版4
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図版6
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図版7
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図版8
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図版9
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図版11
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図版12
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図版13
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図版14
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図版15
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図版16
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図版17
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